
第38期第２回評議員会議事概要

日 時：2016年４月18日（月）15時～19時

会 場：TKP大手町カンファレンスセンター・ホー

ル22B（KDDI大手町ビル）

出席者（敬称略）：

（評議員）永井秀行（沖縄県立コザ高等学校教諭），

名越利幸（岩手大学教育学部教授），

畠山正恒（聖光学院中学校・高等学校教

諭），

久田健一郎（筑波大学大学院生命環境科学

研究科教授），

横山広美（東京大学大学院理学系研究科准

教授），以上５名．

（名誉会員）浅井冨雄，近藤純正，立平良三，

新田 尚，二宮洸三，廣田 勇，松野太郎，

以上７名．

（理 事）新野，藤谷，岩崎，榎本，近藤（豊），

佐藤（正），塩谷，竹内，竹見，田中，

廣岡，藤部，山田，以上13名．

（監 事）岡本，高谷，以上２名．

（支 部）若山晶彦（沖縄支部），以上１名．

（事務局）下道，渡辺，志村，以上３名，合計31名．

配布資料：

H38-2-1 第38期第１回評議員会議事概要（「天気」

2015年９月号）

H38-2-2 第１回評議員会要約

H38-2-2 別添資料１ 教育と普及委員会検討結果

H38-2-3 第１回評議員会の課題に関する気象学会の

取組

H38-2-4 第１回日本気象学会ジュニアセッション開

催報告（「天気」2015年９月号）

H38-2-5 第２回日本気象学会ジュニアセッション開

催のお知らせ (「天気」2015年12月号）

H38-2-6-1 関西支部の取り組み

H38-2-6-2 九州支部の取り組み

H38-2-7（公社）日本気象学会におけるこれまでの

教育関連活動（総合報告案）

H38-2-8 森本評議員意見（書面提出）

参考資料：

H38-2-参1 ジュニアセッション2015予稿集

H38-2-参2 提言 これからの高校理科教育のあり方

（2016年２月８日） 日本学術会議

１．開会

○藤谷副理事長 定刻になりましたので，ただいまか

ら公益社団法人日本気象学会第38期第２回評議員会を

開催いたします．

最初に資料の確認をいたします．配席表，評議員並

びに名誉会員・理事・監事・支部長名簿，議事次第，

資料H38-2-1は第１回評議員会議事概要，資料H38-

2-2は前回の評議員会の議論・意見等を項目別に取り

まとめた資料と，別添資料として教育と普及委員会の

検討結果，資料H38-2-3は前回の会合を受けて理事

会等で検討を行ってとりまとめた学会の取り組み，資

料H38-2-4は，昨年の春季大会で開催したジュニア

セッションの開催報告，資料H38-2-5は今年のジュ

ニアセッション開催のお知らせ，資料H38-2-6-1並

びに資料H38-2-6-2は関西支部と九州支部での教育

と普及関係の取り組み報告，資料H38-2-7は気象学

会における教育関連活動の総合報告作成に関する案，

資料H38-2-8は，本日欠席の森本評議員の書面提出

意見，参考資料１は，2015年ジュニアセッション予稿

集，参考資料２は，つい先日２月に日本学術会議から

発出された提言「これからの高校理科教育のあり方」

です．

２．評議員の紹介

○新野理事長 理事長を務めております新野と申しま

す．よろしくお願いいたします．まず，前回ご出席に

ならなかった方もいらっしゃると思いますので，最初

に評議員の方々を簡単に紹介させていただきたいと思

います．沖縄県立コザ高校の永井評議員，岩手大学教

育学部の名越評議員，聖光学院中学校・高等学校の畠

山評議員，筑波大学大学院生命環境科学の久田評議

員，東京大学大学院理学系研究科の横山評議員です．

東京大学地震研究所の加藤評議員（地震学会会長）は

熊本地震関係の対応で，横浜国立大学教育人間科学部

の森本評議員は所用のため，いずれも急遽ご欠席とな

りました．なお，桜美林大学の森評議員は予定の調整

がつかず，ご欠席となっております．
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３．名誉会員・理事・監事・支部長の紹介

理事長より名誉会員の紹介の後，理事・監事・支部

出席者の自己紹介が行われた．

４．理事長挨拶

○新野 改めて一言ご挨拶申し上げます．本日は，評

議員の皆様，並びに名誉会員の皆様におかれまして

は，大変お忙しい中，日本気象学会第38期第２回の評

議員会にご出席いただきまして，まことにありがとう

ございます．

ご存じのように，日本気象学会では１期２年の理事

会におきまして学会活動を活性化するために重要な課

題を選び，その課題に通じた専門家の方々に評議員を

お願いし，ご意見，ご提言をさまざまな立場からいた

だいております．第38期では，「気象学会における理

科教育に対する取り組み」を課題として選ばせていた

だきました．昨年４月の第１回評議員会では，教育の

対象・目的を明確化すること，防災教育との関係を考

えること，理科の教員の養成に関する課題，高校にお

ける４つの理科の科目を履修することの必要性，そし

て普及広報活動を充実していくことなどに関して，大

変貴重なご意見・ご提言をいただきました．

これに関連して，先ほど企画調整担当理事より配布

資料の説明にありましたが，２月に日本学術会議から

「これからの高校理科教育のあり方」という提言が出

されました．この提言は，物理・化学・生物・地学

（以下，物・化・生・地）の４教科に関する基礎的な

課程や科学リテラシーを教えるような「理科基礎」と

いう科目を必修にするのが良いのではないか，また，

そういう科目を教えられるような高校教員を養成する

必要があるのではないか，という内容になっていま

す．

今回，第２回の評議員会では，第１回の評議員会に

おいて評議員や名誉会員の皆様からいただいたご意

見・ご提言に関して理事会でどのように取り組んでき

たか，また，今後どういうふうに取り組もうと考えて

いるかということについてご報告し，それに対して忌

憚のないご意見をいただきたいと思っております．

これから約３時間を予定しておりますが，どうぞよ

ろしくお願いいたします．

５．議事

○新野 まず最初に，企画調整担当理事より会議全体

の時間配分に関して説明いたします．

○藤谷 全体で約３時間ですが，今から大体１時間30

分程度は資料に沿って，第１回評議員会の要約，気象

学会の取組の現状と今後の取組について，ジュニア

セッションや各支部の取組等々を含めて説明を行いま

す．また，教育と普及担当理事，関係の委員会担当理

事，関係の支部等から補足説明を行います．その後，

各評議員，名誉会員からご意見等いただくとともに，

議論を行います．さらに，学術会議の提言につきまし

て少し議論を行う予定にしております．その後，時間

の余裕があれば総合討論を行い，最後に，理事長に取

りまとめ頂くことにしております．

○新野 ありがとうございました．では，まず，第１

回評議員会の要約について企画調整担当理事から説明

をお願いします．

○藤谷 前回の評議員会の詳しい議事概要につきまし

ては，「天気」2015年９月号に掲載しています．この

資料の要約が資料H38-2-2となっています．資料の

２．に評議員，名誉会員からいただいた意見を，項目

別に整理して記載してあります．項目は，大きく２つ

に分けています．2.1「状況の認識，今後の活動・議

論の方向性等に関する意見」，2.2「学会の活動に対す

る要望」です．

2.1は，今後の活動・議論の方向性等についての意

見等をまとめたものです．さらに，その中を，(1)理

科教育の目的の明確化，(2)地学教育，(3)理科教員，

(4)気象教育，に分けて，それぞれについて，意見等

を整理してあります．(1)では，学会として非常に多

様な人を相手にしているという意識を持ち，誰に対し

て何を伝えるかということを明確にすることの重要性

が指摘されています．(2)では，理科教育と防災教育

は視点が異なること，地学という枠組みを小・中・高

校で維持する必要があること，等が指摘されていま

す．(3)では，小・中学校での理科教育の担い手不足

とその解決策としての高校理科４科目の履修の重要

性，観察実験の充実による高校の理科教育の充実，教

員に理科関連の学問をよく知ってもらうことの重要

性，学校教育の教材の提供の重要性，等が指摘されて

います．(4)では，リアルタイム気象情報の利活用，

大学のリベラルアーツ教育における気象学の果たす役

割の重要性，等が指摘されています．

2.2は，(1)対文部科学省，(2)理科教育（防災教

育），(3)高校生等への活動，(4)普及・啓発活動，(5)

気象庁との連携，(6)気象防災研究，(7)学会体制，に

分けて，それぞれについて，具体的に学会としてどう

〝天気"63．8．
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いう活動をする必要があるのかという観点で意見を整

理してあります．(1)では，学習指導要領改訂時に学

会として文部科学省（以下，文科省）に対して意見を

述べることの重要性が指摘されています．(2)では，

気象リテラシーについて学会として指針としてまとめ

ること，高等学校の理科４科目履修の必要性を社会に

対して積極的に提言すること，地学教育学会等の気象

関連の文献を「天気」で紹介すること等の気象学会が

気象教育の中心に位置付けられるような活動を検討す

ること，気象学会が気象教育教材の開発や集約を行う

ことができる仕組みを作ること，これまでの気象学会

の教育関連活動の成果等を取りまとめて刊行するこ

と，等々の意見を頂いています．(3)では，スーパー

サイエンスハイスクール（以下，SSH校）に積極的

にアプローチすること，合宿制の高校生向けのイベン

トに取り組むこと，等の意見を頂いています．(4)で

は，科学雑誌との継続した協働を行うこと，気象学会

が発信するコンテンツを充実すること，関連分野の学

際的なコミュニケーションの中核となること，気象予

報士の活動に対する適切な助言を行うこと，等々の意

見を頂いています．(5)では，気象庁との連携，特に

モデルやデータ等の気象庁資源の教育への利用の推進

を検討することが重要である，との意見を頂いていま

す．(6)では，防災分野との連携が重要，との意見を

頂いています．

以上が，前回の評議員会での議論を取りまとめた資

料でございます．この後，教育と普及担当理事から，

委員会での検討結果について説明いたします．

○田中理事 評議員の方々から気象学会における理科

教育の取り組みに関する非常に多くの要望，あるいは

提言をいただきました．別添資料１のような形で議論

した結果を取りまとめました．評議員からの意見等が

資料の左にあり，右側が教育と普及委員会での検討結

果になります．評議員からの意見は先の企画調整担当

理事の説明にありました大項目・小項目に分けて３

ページの資料にしてあります．まず，大項目にある，

状況の認識，今後の活動，議論の方向性等に関する意

見に沿って，その中で区分された地学教育，理科教

員，気象教育についての説明をしたいと思います．

(1)地学教育につきましては，ここに書いてありま

すように，地学教育は命を守る地学の知識をきちんと

教えることを第一とすべきである．そして，地学的知

識を現象別，あるいは地域別に整理して適宜教える必

要がある，という意見をいただきました．また，青少

年に関しては，自然を見たときの身にしみるような畏

敬の念を育ててほしいというご意見です．

検討の結果，学問はすべからく社会の健全な発展に

寄与すべきもので，命を守る地学の知識という意味で

は，気象学会としてまずは気象に関する理解を深め，

学問をきわめるという点で貢献しているわけでありま

す．命を守ることに関しては特に重視し，災害要因と

なる激しい気象について現象別，地域別に整理して提

示するなどの取り組みを今後も行うこととしました．

また，自然に対しての身にしみるような畏敬の念と

いうのは，ある種の感動を実感することによって初め

て育つものと思われます．そこにはある程度の時間を

かけて体験をしてもらう必要があります．気象教育の

現場にあっては，その契機を与えることを狙いとした

体験授業を行うことは可能と考えられます．ただし，

教員の能力に負うところが大であり，当学会としての

これを支援する取り組みは今後の課題です．当学会と

してはいろいろな教育と普及活動を行っております．

夏休みには夏季大学を開催しておりまして，およそ

100名の参加者に対し大学レベルの気象教育を行って

おります．また，春季大会にあわせて公開気象講演会

を実施しております．これはトピックスを挙げて，学

会員に限らず一般公開という形で行っております．ま

た，草の根的な普及活動としてサイエンスカフェを実

施しています．これは最初，東京地区で始めました

が，今は各支部で盛んに行われるようになっておりま

す．そして，後程説明いたしますが，評議員からの要

望にもありますことから，今回初めてジュニアセッ

ションを開催しました．第１回の開催報告については

後で説明させていただきます．

気象は防災科学の観点から，地学の他分野と同様に

扱うことは難しいと思われます．つまり，防災という

視点と学問としての気象学とは違う側面があります．

理科教育と防災教育というのはかなり別ものであり，

その点をはっきり認識して気象学会として対応する必

要があります．また，地質，火山，地震，気象，海

洋，天文という地学の枠を，小・中・高校いずれにお

いても維持し，発展させる必要があるという意見をい

ただきました．

この意見については，先ほど述べた部分と一部重複

しますが，気象学は地学の一分野であり，したがっ

て，地学全般に対する提言に関しては，地学を構成す

る地質，火山，地震，海洋，天文といった他分野の学

会と協議しつつ取り組む必要があると思われます．と
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りあえずは地学全般の学術連合体である地球惑星科学

連合（以下，JpGU）に対してこの提言を伝え，関係

学会と協力して対応を検討する，といった我々の考え

をまとめてあります．

(2)理科教員につきましては，理科の教員数が今非

常に不足しているという中で，提言として高校理科４

科目，つまり物・化・生・地を履修し，さらに理学を

座学で終わらせずに，観察，実験をする必要がありま

す．高校の理科教育を充実させることが，小・中・高

校の教員養成の重要な素地になっているという提言を

いただきました．

この問題につきましては，根本的に文科省が行う

小・中学校の教員養成の方針にかかわる問題でありま

す．本学会として，JpGUを通して，文科省に対して

教育方針の改善を提言すべく働きかけていくことが重

要です．その一方で，NPO法人「科学技術振興のた

めの教育改革支援」（SSISS）や日本気象予報士会が

行っている小・中学校への出前授業などを支援するこ

とも重要です．当学会の学校教員を中心とした連携・

協議の場である気象教育懇談会が，大会と合わせて毎

年行われております．これらの企画についてさらに検

討を進めるという意見をまとめさせていただいており

ます．

理科教員に関して，学校教育の教材を提供してほし

いという提言がありました．これは教育と普及委員会

でも検討中ですが，最近，ホームページがかなり自由

に使えるようになりましたので，こういった学校教育

の教材にふさわしいものがもしあれば，それを積極的

にホームページに掲載していくということを検討した

いと思っております．また，小・中学校での出前授業

支援を充実させるためにも，理科教材等を活用して実

施していければと考えております．

(3)気象教育に関しては，気象庁が提供しているリ

アルタイムの気象情報，GPVデータ，あるいはアメ

ダスなどの気象情報を積極的に活用してはどうかとい

う提言です．これにつきましても，気象庁のホーム

ページを活用し，提言に沿った気象教育が実行可能で

あると思われます．しかし，問題は気象が苦手な教員

にとって，これらの気象データの活用が可能かどうか

です．活用が困難な場合には，学会として適当な講師

を派遣するといった体制を構築する必要があります．

以上が大項目の１つ目，状況の認識，および今後の

活動の方向性等についての意見に対する回答です．

大項目の２つ目，学会の活動に対する要望について

説明いたします．

(1)理科教育（防災教育）につきましては，気象リ

テラシーをもう少しきちんと普及させてはどうか，と

いう要望があります．災害リテラシー，地学リテラ

シー，理科リテラシーをどのようにして身につけさせ

るか，気象リテラシーとして保持しなければならない

ものを，学会が指針としてまとめてはどうかという指

摘です．幼少時のころからこれらのリテラシーが身に

つくような環境の整備が望ましいわけです．いろいろ

例が書いてありますけれども，気象に起因する災害に

ついて整理したものを提供することはある程度可能と

考えます．

台風，地震，天気等の日常的な話題に関する一般市

民の科学的な教養，リテラシーを上げていくために

は，高等学校の理科４科目をきちんと履修させる必要

がある，というご指摘があります．これは先ほども出

てきましたが，現在は選択科目になっている物・化・

生・地を必修に戻してはという要望です．これを戻す

には必修から選択となった理由と経緯を知り，その妥

当性について再検討する必要があります．国立大学の

受験科目が４科目とも必須となれば，高校でも直ちに

必修になると考えられます．このことは社会学や歴史

学などについても同じことが言えます．

科学教育学会，あるいは理科教育学会，地学教育学

会など，関連団体の学会誌に掲載されている気象と関

係する内容を「天気」に掲載して周知してはどうかと

いう提案があります．これについては，「天気」編集

委員会から報告があります．

気象学会が学校教育の教材の開発や，既に現場で使

われているものを集約して欲しいという提言です．こ

れも先ほど出ました項目と類似しております．この件

については，気象教育懇談会を中心に検討してみま

す．

これまでの理科教育というテーマに沿った題材を

「気象研究ノート」にまとめてはどうかという提言で

す．これは気象研究ノート編集委員会，および教育と

普及委員会が共同で検討したいと思います．夏季大学

は50年，また公開気象講演会は2007年以降実施してき

ておりますので，それらの内容を反映させながら「気

象研究ノート」にまとめていくことは可能であろうか

と考えております．

(2)高校生等への活動につきましては，文科省の指

導により大学と連携することが要請されているSSH

校に，学会から積極的にアプローチすべきという提言
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があります．これについても，気象教育懇談会を中心

に検討してみます．また，高校生向けの合宿制のイベ

ントを企画してはどうかという提言があります．これ

についても教育と普及委員会の中の教育部会で検討し

ていく予定です．ただし，宿泊が伴う活動は先生方の

負担も非常に大きいので，問題は多いと思っておりま

す．

最後に，前回要望がありましたジュニアセッション

の申し込みの期限の件ですが，今年度は４月５日で

す．これは教員の人事異動を考慮したためで，かなり

厳しい条件になっています．SSH校では生徒の旅費

要求は45日前までという規定があるということで，６

月以降の開催が望ましいという意見がありましたが，

学会期間中に生徒達に気象学会を見てもらうというと

ころに意義があると考えますので，昨年同様春季大会

の期間中にジュニアセッションを企画しました．昨年

度は順調に行うことが出来ました．後程報告いたしま

す．この企画が今後も順調に行うことが出来ました

ら，秋の開催も検討することになっております．開催

期日の件に関しましては，しばらくご辛抱願いたいと

いう回答です．

非常に多岐にわたる項目についていろいろ議論しま

した．検討課題ばかりの回答になり，あまりまとまっ

ていませんが，教育と普及委員会で検討した結果をご

報告させていただきました．

○新野 第１回評議員会でいただいたご意見の理事会

としての捉え方，要約を企画調整担当理事から説明

し，続いて，教育と普及委員会からこの後議論いただ

くことにも関係する，検討状況について説明させてい

ただきました．

以上に基づいて，これから学会としての取り組み状

況等についてご説明したいと思いますが，今までのと

ころで何か評議員・名誉会員の皆様からご意見等ござ

いますでしょうか．特に無ければ，学会の方でどのよ

うな取り組みを行っているか，計画しているかについ

てご報告したいと思います．企画調整担当理事からお

願いします．

○藤谷 資料H38-2-2並びに別添資料１に基づきま

して前回いただきましたいろいろなご意見等について

取りまとめ，また，教育と普及委員会での検討結果を

ご説明いたしましたが，これらの検討結果を基に，学

会としてどのように取り組んできたのか，今後どのよ

うなことに取り組むのかをまとめたのが，資料H38-

2-3「第１回評議員委員会の課題に関する気象学会の

取組」です．２.取組状況報告におきまして，今期の

学会としての取組をまとめてあります．３．今後の取

り組むべき課題の抽出，におきましては，具体的な課

題を抽出しております．４．今後速やかに取り組むべ

き課題，におきましては，３．で示した課題につい

て，速やかにかつ具体的にどう取り組むかということ

で取りまとめてあります．５.は第１回会合における

簡単な宿題に対する回答を示してあります．

学会における理科教育の取り組みとしては，第１回

評議員会でも報告いたしましたように，本部並びに各

支部において夏季大学，公開気象講演会，気象サイエ

ンスカフェ等の活動が行われています．ここでは直近

の活動として昨年度から開始いたしましたジュニア

セッション，関西支部における教育と普及活動に関す

る取り組み，2010年度から九州支部において取り組ま

れているこども気象学会等について，それぞれ関連す

る資料に基づいて具体的に報告いたします．

まず，第１回ジュニアセッションの開催報告（資料

H38-2-4），第２回ジュニアセッションの開催要領

（資料H38-2-5）について，教育と普及担当理事から

説明いたします．

○田中 第１回日本気象学会ジュニアセッション開催

報告という写真付の資料があります．これは「天気」

に掲載された報告になります．写真の中には「気象学

会に花を咲かせたジュニアたち」というタイトルを入

れて，参加した生徒，引率の先生方の集合写真を掲載

しています．基本的には，気象学の探求の裾野を広げ

るという狙いで開催しております．第１回の呼びかけ

に対して，秋田，栃木，埼玉，茨城，東京，神奈川，

愛知，そして沖縄の各県から10校，17件の応募があり

ました．そのほとんどがSSH校でしたけれども，私

学も２校ほどあり，中学校からの参加もありました．

初めての試みであることから，何件の応募があるか読

めなかったのですが，結果的には10校17件の発表とな

りました．ただし，高校生の発表というのは，１件の

発表に引率の先生の他５人程度の生徒がグループとし

て付いてきますので，17件というと総勢80人程度（正

確には74名）になります．学会参加者が700人程度の

中に80人程度の高校生や中学生が大会に参加したとい

うことで，これまでの学会の雰囲気とはかなり違う新

しい風が吹いたという印象を受けました．

ジュニアセッションは11時30分から13時30分までの

２時間で行いまして，研究者等の方々から，高校生，

あるいは中学生の発表に対して盛んにコメントが述べ
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られたことは，彼らにとって大変すばらしい経験に

なったように思われます．今回，ジュニアセッション

を開催するに当たって，JpGUの高校生対象の同様な

顕彰制度を参考にさせていただきました．JpGUで

は，最優秀賞，優秀賞，あるいは金賞，銀賞を設け，

非常にすばらしい発表に対して最優秀賞という名前で

表彰式が行われておりました．しかし，賞を設ける

と，賞を取ることが目的になり，高校生の指導にあた

る研究者の研究が発表されてしまう恐れがあるとの指

摘が，これまでの会議で評議員，さらには学会理事か

ら出されていましたことから，気象学会では参加した

生徒達全員に発表認定証を贈呈することにしました．

生徒達には，学会で発表したということを認定するだ

けで十分ではないかと考えたわけです．

この件についてアンケート調査を行ったところ，こ

れでよかったという意見が多かったと思います．アン

ケート調査の感想として，発表が楽しかった，参加で

きてうれしい，専門家の人達と話ができてすごく感激

した，といった内容が報告されています．また，秋の

学会でもジュニアセッションを行ってほしいという意

見もありました．

予稿集については，宣伝も兼ねて，気象学会の予稿

集がモノクロにもかかわらず，ジュニアセッションの

予稿集はカラー印刷とし，1000部を関係者に配付しま

した．

最後に反省点について少し詳しく説明したいと思い

ます．まず，今回のジュニアセッションは教育と普及

委員会が中心となって実施しましたが，講演企画委員

会，そして大会実行委員会に多大な協力をいただいて

おります．この３つの委員会がコミュニケーションを

密にして最初の企画の立ち上げを行っております．募

集に関しては，開催案内が関係者に十分に行き渡らな

かったのではないか，という反省もありますが，最終

的に17件という数字が出ました．応募の締め切りにつ

いては，いろいろと評議員からもコメントをいただき

ましたが，新年度の４月上旬としたのはそれなりの理

由がありまして，異動が決まらないことには応募でき

ないというケースもあろうかということで，可能な限

り後ろに倒して，４月上旬としました．これは適切な

措置であったということがアンケート調査によって確

認できております．事前審査基準に関しては，気象学

関係のサイエンティフィックな発表であるという水準

を満たしていれば全て合格としましたが，今回は基準

に達しない発表は１件もありませんでした．また，控

室についてですが，これだけ大勢のジュニアセッショ

ン関係者が来るとは想定していなかったのですが，70

人程度の優先的控室というものが必要であることが分

かりました．今後は，この程度のスペースを確保する

必要があるということを，大会実行委員会に要請して

いかなければならないと思います．第１回を無事に終

えられたということで，実施マニュアルというものが

作成されています．盛況かつ成功裡に終了することが

できた今回のジュニアセッションに関し，気象予報士

会から多大な協力を得ております．以上が第１回ジュ

ニアセッション開催報告です．

引き続き資料H38-2-5で，今年度開催の第２回に

ついて説明いたします．開催趣旨として，発表に関し

ては優劣の評価は行わない，参加すること，参加して

研究者の人達と話しを行うことに意義がある，という

趣旨を述べています．

今年度は国立オリンピック記念青少年総合センター

で，大会４日目の５月21日（土）に開催します．休日

ということで，ここを選んでいます．昨年より１時間

早く10時30分開始，終了は12時30分です．発表資格と

しては昨年と同様，高校，高専，または中学の発表も

可としています．発表形態はポスター．発表者は，専

門家による質疑，あるいはコメントを貰うことができ

るということです．特典としては発表認定証をお渡し

する．また，気象学会のホームページに予稿集等を掲

載する．そしてここが大事かと思いますが，春季大会

の各セッションを無料で自由に聴講できます．時間が

ある限り，専門家による学会発表などを生徒達に見て

いただけるというのが一つの大きな特典になっていま

す．昨年はつくば市で開催したということで，ジュニ

アセッション終了後に希望者を募って宇宙航空研究開

発機構筑波宇宙センターの展示会場を見学に行きまし

た．せっかくつくば市に来たのだから，何らかの催し

も必要だろうということで，宇宙センターの見学を併

せて行いました．しかし，せっかく気象学会の大会に

来たのに学会発表を聞く時間があまりなかった，とい

うコメントがありましたので，今年度は10時30分から

12時30分までジュニアセッションを行い，午後１時30

分からは公開気象講演会を聞いてもらうという企画に

しました．今回は台風災害が公開気象講演会のテーマ

です．会場の一番前を50席ほど確保しまして，ジュニ

アセッションの発表が終わり次第公開気象講演会に

移っていただいて，生徒達に最先端の気象学の講演を

聞いていただくということを企画しております．
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申し込みは昨年同様，４月５日締め切りということ

で，既に締め切りました．今年は11校から16件の参加

がありました．昨年が10校17件だったので，倍増する

のではないかと期待もしていたのですが，昨年とほぼ

同数でした．日本の気象学を支える裾野である高校生

達の発表数としては，17件あたりが相場なのかと思い

ます．２年続けてこの数字が出ましたので，今後はこ

の参加件数を参考に，教育と普及委員会は講演企画委

員会，および大会実行委員会と協力しながら企画して

いければと思います．以上が今年度のジュニアセッ

ションの開催のお知らせになっております．

○新野 どうもありがとうございました．先ほど話が

あったジュニアセッションのカラーの予稿集というの

は，参考資料１にございますので，ご覧下さい．

以上，ジュニアセッション等に関する説明をさせて

いただきましたが，これに関して何かご質問とかござ

いますでしょうか．

よろしければ支部の取り組み状況について，２件説

明させていただきたいと思います．まず，関西支部の

取り組みについて榎本理事から説明してもらいます．

○榎本理事 支部長の代理で榎本が説明させていただ

きます．資料H38-2-6-1をご覧ください．教育と普

及委員会では，関東で気象学会全体の取組としての夏

季大学を開催されているのですが，各支部も同様の催

しをしておりまして，関西支部でも夏季大学を毎年８

月下旬に行っております．2015年は「熱帯気象と大気

海洋相互作用」，2014年は「大気エアロゾル」，2013年

は「竜巻」で，新野理事長にも来ていただきました．

2012年は「夏の異常気象」ということで，私も講師で

講演したことがあります．その夏季大学の開催日に合

わせて，昨年８月22日に資料の第１項目にあります，

気象関係合同進路説明会というのを実施いたしまし

た．そこでは前半には気象に関係している大学の紹

介，気象庁の仕事の紹介をいたしまして，後半は個別

の相談会をいたしました．参加者は17名で，高校生は

３名です．高校生が多いことを想定していたのですけ

れども，高校生よりも大学生が多いという結果になり

ました．これに合わせて神戸大学の大澤輝夫先生が，

アンケート形式で各研究室に問い合わせて，気象を学

べる大学・大学院のリストというのを作成しました．

現在も関西支部のウェブサイトに掲載されておりま

す．この合同説明会は好評だったようですので，今年

度，継続して行いたいと考えております．

第２項目は，これも夏季大学に関連しておりますけ

れども，高校生により多く参加してもらいたいという

ことで，参加費を無料とする取り組みを2014年から実

施しております．2015年は５名応募がありまして，当

日は４名の参加でした．

第３項目は，近畿地区で例会という名称で開催して

いる研究会に関係しております．2014年に奈良高校，

ここはSSH校ですが，その担当の先生のご指導のも

とで，高校生が調べたPM2.5に関係する発表をして

いただきました．2015年は，12月21日に大阪管区気象

台近畿地区気象研究会を午前中に実施し，午後の関西

支部の研究会の中で高校生の発表もしていただきまし

た．発表テーマは夜空の明るさということでした．こ

のような機会を通して理科に興味を持ってもらい，学

習に取り組んでもらって，その中から気象学を目指し

てくれる高校生が出てくると良いという目標で取り組

んでおります．

○新野 ありがとうございました．関西支部で取り組

んでいる気象関係の合同進路説明会，夏季大学への高

校生の参加無料化，近畿地区例会での高校生による研

究発表の受け入れの話でした．次に，九州支部で行っ

ている「こども気象学会」について廣岡理事から説明

をお願いします．

○廣岡理事 支部長代理の廣岡から説明いたします．

九州支部でも，先ほどの関西支部と同様に，夏季大学

を気象教室という名称で行っています．また，サイエ

ンスカフェを，気象サイエンスカフェin九州として

行っています．それに加えて九州支部独自の取り組み

として，こども気象学会というのを2010年から行って

います．これは，理科離れを背景として，少しでもこ

どものうちから理科に触れてほしいということで，

我々ができる範囲として気象を対象に始めたというこ

とです．資料H38-2-6-2に詳しい内容が書かれてい

ます．この資料は2014年のちょうど今頃にまとめたも

ので，これ以降も2014年度，2015年度と，同様の取り

組みを行っています．

試行錯誤をしながら，いろいろ対象や募集の範囲を

変えたりしております．最初の年は福岡市内の小・中

学校を対象にしていました．最初の年は14作品です．

この年は，小・中学校を対象に募集したのですが，圧

倒的に小学校の研究内容のほうが優れていました．中

学校は受験とかが入ってくるせいか，あまり優れたも

のがなかったので，翌年から小学校にターゲットを

絞って，募集範囲を福岡県内に広げました．同様にし

て，３年目，４年目と行ってきました．事務局は福岡
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管区気象台の学会員にしていただいています．審査の

方法の詳細が資料３枚目に書いてありますが，応募作

品をスキャンしてDVDに収録し，事前に審査委員に

配付するという作業が非常に大変です．特に第３回は

103作品も応募があって，準備も審査も非常に大変で

した．実はこの年は１つの小学校からまとめて応募が

あったので，その翌年からは１校からの応募件数の上

限を設けました．このように，いろいろな試行錯誤を

しながら続けています．実際は，九州一円に広げるこ

とができれば良いのですけれども，実施には各地方気

象台に手伝いをお願いしないとできないのですが，気

象台内の気象学会員の数が減ってきていますので，な

かなかそうも簡単にいかないということもあり，現状

は福岡県内の小学校という形になっています．

資料の最後のページにチラシが載せてあります．こ

れは2014年度のチラシですが，前年の受賞作品の一例

がこの中にあしらわれています．小学生ならではの非

常におもしろい目のつけ方で，いろいろと作品を作る

というか，研究をしています．研究作品は審査委員の

中で投票を行って，こども気象学会賞，審査員特別

賞，調査研究賞，アイデア賞というような名称の賞を

決めています．11月初旬に，こども気象学会という発

表会を開催し，そこで受賞作品を発表してもらうこと

になっています．アンケート結果を見ましても好評

で，ぜひ続けてほしい，こういう取り組みは非常に良

い，そういうご意見をいただいています．

課題としましては，先ほども言いましたように，福

岡県内に限られているということと，小学生だけでは

なくて，中学生，高校生も含むように対象を拡大でき

るような手段はないのかということを検討をしている

ところです．

○新野 ありがとうございました．以上，ジュニア

セッションと支部の取り組み状況について説明させて

いただきました．評議員の方々から質問とかございま

したらお願いします．

○久田評議員 地学オリンピック，並びに日本地質学

会の理事を務めております．このようなジュニアセッ

ションは地質学会では高校生対象のものは10年程前か

ら開催しております．お話を伺いまして，私のコメン

トといいますか，経験からですけれども，最初のころ

はフレッシュな発表といいますか，そういうのがあっ

たのですけれども，だんだん高校が特定化されてしま

いました．学校の先生が非常に重要な意味を持ってい

まして，その先生が代わられると，その学校から出に

くくなり，新しい学校から，というような形になりま

す．その辺のところを気象学会のジュニアセッション

でも考えておかないと，今後どうしていくか，先生に

どうしても依存してしまう面があるということをお考

えになっておくと良いと思います．

また，今のお話の中で九州支部の，これは大変すば

らしい取り組みで，小学校理科に気象の部分がありま

すけれども，そこをうまくこういう形で，ましてや，

こども気象学会という子供がわくわくするようなネー

ミングをされているということで，これは当然どんど

ん出てくるのではないかと思います．今お話を伺いま

すと，確かにたくさんの作品を受け取ることは難しい

かと思うのですが，ぜひこういう試みが何らかの形で

もっと裾野を広げていただけるとありがたいと思いま

す．

もう１点，国際地学オリンピック日本委員会では，

年に１度，日本国内で地球科学を学べる大学，という

冊子をつくっております．これは各大学理学部から１

ページ程度の写真等と協賛金をいただいて出している

のですけれども，非常に好評です．実際に地学オリン

ピックを受験した大体2000人程の生徒に差し上げてお

ります．どこで受験できるのか，どこの大学がそうい

う門戸を開いているのか，そういう情報も結構重要で

して，そういう意味では，先ほど言われた取り組み

を，もっと広げていかれるとよろしいのではないかと

思います．

○新野 どうもありがとうございました．今のお話に

ありました「地球科学が学べる大学の広告」というの

は，私の研究所でも載せていただいていますが，希望

があった大学だけを載せているのでしょうか．

○久田 今のところそういう形でやらせていただいて

います．今回，第２号が出たのですけれども，前号よ

りも掲載数が増えております．現状では不十分でし

て，もっと我々のほうから広く行き渡るように提案を

させていただき，もっと広げていきたいと思っていま

す．高校生には好評のようです．

○新野 気象学会でも，しばらく前に理事会で，イン

ターネット上で「気象が学べる大学」のリンク集を

作ったら良いのではないかという話が出ていたところ

です．

ほかにご質問など特になければ，まだ検討が十分で

はないのですが，前回の評議員会でいただいたご意見

に，今後どのように取り組んでいくことを考えている

かについて，企画調整担当理事から説明させていただ
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きます．

○藤谷 資料H38-2-3に戻ってご説明いたします．

３.今後取り組むべき課題の抽出，では総論的項目と

具体的項目とに分けて，以下のように課題を抽出して

います．

3.1 総論的項目

小・中・高において地学の枠組みを維持・発展さ

せる活動．

小・中学校の教員養成の重要な素地となる，高校

の理科教育を充実させる活動．

学校の先生方に理科関連の学問をよく知ってもら

う．学会員の先生を中心に，活動を展開すること

が重要．

学習指導要領改訂時に，学会としての意見表明．

気象学会が気象教育について，各分野との双方向

のコミュニケーションの中核として活動．

3.2 具体的項目

高等学校の理科４科目をきちんと履修する必要が

あることを，社会に対して積極的に提言．

関連団体の学会誌に掲載された気象学関連文献

を，「天気」で紹介．

学校教育の教材の開発，学校教育の教材の提供，

既に現場で行われているものの集約等を行う．さ

らに，現場での実践者から情報を集める仕組みを

検討．

気象学会で行われた，学校教育・社会人教育の活

動成果を中間報告として「気象研究ノート」とし

て刊行．

SSH校との連携の推進．

合宿制の高校生向けのイベントの開催．

気象リテラシーとして保持しなければならないも

のを学会が指針としてまとめる．

科学雑誌との継続した協働．

気象予報士の活動等に関する適切な助言等も可能

となるサイトの設置．

NPO法人（天気検定協会）の活動の支援．

気象庁等と連携し，気象庁資源の教育利用への利

用を推進．

防災分野との連携．

このように項目の抽出を行い，４.今後速やかに取

り組むべき課題として，以下の７項目にまとめまし

た．

①（公社）日本気象学会における教育関連活動に関

する総合報告を作成する（H38-2-7参照）．

②学校教育（理科教育）の教材の開発・提供，並び

に既に現場で使用されている教材等の集約を行

い，これらを気象学会ホームページに掲載するこ

とを検討する．このため，理科教育，地学教育関

連学会との連携の強化を図るとともに，現場の実

践者から情報を集める仕組みを検討する．

③理科教育・地学教育関連団体の学会誌等に掲載さ

れた気象学関連文献を，機関誌「天気」で紹介す

ることを検討する．

④教員を志望する学生に，高等学校の理科４科目を

履修する必要があることを積極的に発信する．さ

らに教員に理科関連の学問をよく知ってもらうた

め，学会員の教員を中心に普及活動を展開する．

また，学習指導要領改訂時に，学会としての意見

表明を行う．

⑤防災分野との連携を強化するため，防災に関する

気象リテラシーとして保持しなければならないも

のを学会が指針としてまとめる．この活動を推進

するために，気象庁と連携し，気象庁資源の理科

教育・防災教育への利用を推進する．

⑥高校生向けの合宿制イベントが，理科教育活動と

して有効であることから，この活動の一環とし

て，従前から行われている地学オリンピック関連

活動への協力を今後も推進する．

⑦科学雑誌との継続した協働を図る．このために，

学会としての窓口を決め，科学雑誌等からの依頼

等について積極的に対応するとともに，学会から

も積極的に情報提供を行う．

具体的には，①では気象学会における教育関連活動

に関する総合報告を作成することを計画しています．

資料H38-2-7を見ていただきますと，先ほど述べま

したように，気象学会として夏季大学・サイエンスカ

フェ・気象教育懇談会，等々の活動しています．ある

いは先ほどもご報告いたしましたジュニアセッショ

ン，こども気象学会，さらには沖縄支部の子ども気象

学士教室を行っています．また，奨励賞等を設けて顕

彰を行っています．これらの活動を取りまとめて総合

報告を作成することを計画しています．公益法人化に

伴いまして，教育と普及委員会では，教育部会と普及

啓発部会を新たに設置していますので，部会等でこの

活動に取り組んでいただこうと考えております．⑤の

気象リテラシーにつきましては，学会の気象災害委員

会で取りまとめたいと考えています．

それ以外の項目につきまして，関係の理事から説明
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いたします．

○田中 藤谷理事から説明のありました①～⑦の項目

のうち，教育と普及委員会に関係します①・②・④・

⑤・⑥につきまして説明いたします．

①の総合報告につきましては，これまで夏季大学を

50年間継続して開催してきました．夏季大学のこれま

での活動の資料をホームページに掲載してあります．

また公開気象講演会も2007年に立ち上げまして，既に

10年近くなっております．それについてもタイトルを

まとめたものをホームページに掲載しております．こ

れまでの活動をより見えやすくするためにホームペー

ジを活用して，総合報告を作成する方向で検討してお

ります．

②に関しましては，気象教材の情報というものを効

率よく集める仕組みを構築し，そしてそれを利活用す

るという方向で取り組むべきという課題です．これは

ホームページを使いまして，そこに教材のセットをど

んどん掲載し，使いたい人が自由に使えるような仕組

みを検討しております．

④は物・化・生・地を必修にするような提言ですけ

れども，学習指導要領改訂時に学会としての意見表明

を行うということが必要で，これは文科省と関係され

ておられる先生方に強く要望していければと思ってお

ります．

⑤の防災リテラシーに関して気象庁のデータ資源を

活用しようということですが，これはGPVデータや

天気図等を教材とし利用するということで，情報を

ホームページ上で活用できるような，より使いやすい

システムとしてまとめていければと思っております．

⑥の合宿制イベントや地学オリンピック関係のさら

なる協力ということですが，合宿を行うとなると大変

ですが，関係者が合宿に出かけて学生達，生徒達と交

流を深めるという活動については可能な範囲で協力し

ていければと思っております

○藤部理事 気象教育関係の文献を「天気」で紹介す

るという件につきましては，申しわけありませんけれ

ども，まだ取り組んでおりません．これからの問題と

して考えていきたいと思います．まずは，どのような

文献が，どのぐらいの数，掲載されているかというと

ころを調べた上で，各学会とコンタクトをして，何が

できるかを考えていきたいと思います．その段階では

教育と普及委員会にご協力いただくとともに，情報共

有して進めていきたいと考えております．

○藤谷 今の説明に追加しますと，「気象研究ノート」

に取りまとめる話につきましては，前回の評議員会で

も，本日ご欠席の加藤評議員のほうから地震学会で同

様の活動があるというご報告がございました．地震学

会のモノグラフとして，昨年７月に「学校・社会教育

における地震知識の普及」というタイトルで，全160

ページの非常に厚い報告書が出ており，地震学会の

ホームページからダウンロードできます．本日，これ

について，加藤評議員からお話を伺おうと計画してい

ましたが，熊本地震の対応ということで，急遽ご欠席

となりました．残念ですが，また別の機会に行いたい

と考えています．④の高等学校の理科４科目の話につ

いては，参考資料２の日本学術会議からの提言「これ

からの高校理科教育のあり方」に非常に参考になるこ

とが書いてあります．本日ご出席の評議員の方々も関

係しておられるものと思いますので，このことについ

てもできれば少しご議論いただければと思います．

○新野 ありがとうございました．まだ十分具体的な

案はできておりませんが，今後取り組むべき課題につ

いてリストアップさせていただいた，という状況で

す．

只今の報告，並びに先ほど話題になった日本学術会

議の提言なども含めて，評議員あるいは名誉会員の

方々からご意見があればお願いします．

○横山評議員 質問が一つあるのですが，地学の履修

の男女比率というのはどの程度かという数字はお持ち

でございますでしょうか．実は学術会議のほうも男女

比率のことは一切出ておりませんので，ちょっと気に

なったものですから伺ったのですが．この席にも女性

が半分になるように，ぜひ気象学会にも頑張ってほし

いというふうに思うのですが，先ほどからジュニア

セッションのご報告を拝見し，集合写真などを見て

も，何となく女の子の生徒さんが多いような印象を受

けました．もしかしたら気象は女子生徒が参加しやす

い分野なのかなという，そういう希望を持ってちょっ

と拝見をしていたのです．もし次の機会にでも女生徒

の参加比率などわかりましたら，お教えいただければ

うれしく思います．

○新野 どうもありがとうございます．私の手元には

資料は持ち合わせておりませんが．

○田中 男女比は大体半々ぐらいです．ジュニアセッ

ションに参加した小さいサンプルの中で男女比は半々

ぐらいでした．

○横山 すばらしいことだと思いますので，ぜひ継続

して，よろしくお願いします．
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○新野 ジュニアセッションではそういう比率だと思

うのですが，例えば大学の構成員，学生の数で見てい

くと随分比率が低くなるような印象を持っておりま

す．

○田中 高校では地学基礎と４単位地学がありますけ

れども，地学基礎はほとんど文系の生徒達が履修しま

す．文系の生徒達が受講する地学の男女比というのは

ちょっとわからないですけれども，女性がかなり多い

のだろうなというふうに思います．

○新野 男女共同参加委員会からコメントはあります

か．

○高谷監事 確かに今言われたたように，日本の理学

教育，理系は上級に行けば行くほど男子のほうが圧倒

的に多くなってしまうということなのですけれども，

それはOECDの調査によると日本と韓国に強く見ら

れる傾向であるということで，世界的に見るとかなり

特殊な状況であるということは伺っております．人材

育成・男女共同参画委員会というところに関係してい

るのですけれども，そういうところを含めて女性の研

究者が働きやすい・研究しやすい環境，さらには裾野

を含めて，例えば，女性の地学の履修を増やす方法は

ないかということを考えているところです．具体的に

どうすればいいかというのは非常に難しい問題も含ま

れているとは思うのですけれども，問題意識はとにか

く持っていて，解決に向けて地道かもしれない，小さ

な一歩かもしれないけれども，そちらの方向で取り組

んでいるというのが現状ということです．

○横山 ありがとうございます．大変心強いです．経

験知としまして，女のお子さんは，親御さんの言葉に

非常に強く影響され，親御さんは理系に行くのだった

ら医学部や薬学部を勧めると聞いています．

最近，中・高生向けの女子イベントに関しては，親

御さんを一緒に呼ぶようにしておりまして，そうする

と，特にお母様が，女性の先生と話して，非常に安心

されてお帰りになったこともありました．

○新野 どうも貴重なサゼスチョンをいただきまし

て，ありがとうございました．

○高谷 一つ補足よろしいですか．現在，京都産業大

学というところで奉職しているのですけれども，そち

らでは実は理学部，学年によって違うのですけれど

も，各学年25％以上女性で，その傾向が定着しつつあ

るという状況があります．今年度から宇宙物理気象学

科という新しい学科ができたのですが，そこの学科で

は大体40％程度が女子であるということです．他の大

学の傾向がどうかというのまではわからないのですけ

れども，少なくともそれが単年度の特異な傾向という

ことではなく，今までの流れからすると，かなり定着

しつつあるということで，その意味で，これが全国に

広まればいい傾向になるのではないかというふうに思

います．

○畠山 ちょっと補足させていただきます．横山先生

が東大での話をご紹介くださいましたが，実は国のほ

うで「女子中高生夏の学校」というのを行っていま

す．これは夏休みに女子中高生を呼んで，理系の各学

会がいろいろな説明を行い，もちろん進路相談も行

い，いろいろなものを見せたり実験をやらせたりする

企画です．私も何回か講師をやりました．確かに親御

さんも一緒に呼んで行う，非常に有意義な企画です．

全国から呼ぶわけですが，いかんせん，予算の関係も

あるのでしょうが参加者が少なく100名程度です．も

う少し増えれば，各学会が結構気合を入れた実験とか

企画を見せたり，一緒に行わせたりすることができ，

参加した生徒にとっては非常に良い経験になると思い

ます．これは２泊３日の企画です．確かに田中先生が

言われるように，泊まりは大変ですけれども，そうい

う活動も今後は少し考えていったほうが良いと思いま

した．

○新野 どうもありがとうございます．確かに大変な

のですが，気象学会の若手会で行っている夏の学校は

２泊でしたでしょうか．そういうところに一緒に来て

もらうようなことはあり得るかもしれないと，思いま

した．ほかに何かございますでしょうか．

たまたまですけれども，東大の私共の属している大

学院地球惑星科学専攻は，気象分野では，協力教員も

含めると，教授９名中２名が女性なので，そういう意

味ではかなり比率の高いところかと思います．今は欠

員があり，多分25％程度の比率を達成している状況で

す．女性教員に頑張って勧誘してもらうと効果がある

かもしれないというお話だったと思います．

ところで，資料H38-2-参2の学術会議の提言に，

評議員の方で関係された方はおられないでしょうか．

この提言を読んで残念だったのは，「入学試験や就職

試験に関係なくても大切だと思う科目を挙げよ」とい

う統計をとったところ，理科が軒並み最下位に来てい

たことです．この提言では，現在の領域別の４つの基

礎科目を再編して，「理科基礎」（仮称）という必修科

目を新設すべきであるとか，これを教えることができ

る理科教員の養成が必要ということが書いてあります
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が，一方で，俄かに大きな変化を起こすのは難しいの

で，徐々に移行するという方向性が良いというまとめ

方になっています．本日は，学術会議会員の中村 尚

理事が欠席ですので，学術会議の状況を十分把握でき

ていないのですが，このあたりについて評議員の方か

らご意見があればお願いします．

○畠山 これを作成している人から，概略は時々聞い

ていましたが，大体は聞いていたとおりのものです．

もちろんこの提言は正論で，これはこれでよろしいの

ですが，どう言ったらいいのでしょうか，文科省の人

に聞くと，高校の理科のあり方として，どちらかとい

うと今は，基礎を３つ以上やりなさい，物理基礎，化

学基礎，生物基礎，地学基礎の中から３つ以上履修し

なさい，ということで，文系希望であろうが理系希望

であろうが，２×３の６単位，もちろん理系はプラス

何かをやる必要があるわけですけれども，最低でも６

単位ということを崩したくないようです．

その６単位が，他の教科から理科は多いのではない

か，といって狙われているわけです．いろいろな科目

間の取り合いがあって，その中で理科６単位はちょっ

と多いのではないかということも言われたりしてい

て，現状の最低６単位をどうやって維持したらよいか

ということです．学術会議提言だと８単位ぐらいにな

り，逆に他科目から削減の攻撃対象になることを心配

しています．結構その辺はシビアです．

それから，もちろんこの提言にありますように，現

センター試験で地学を含むものを必修にしないと，地

学は消えてしまうリスクがあります．今はまだ選択で

取っている生徒がおりますので，主に文系ですけれど

も，センター試験もそこそこ受験者がいます．それで

高校の授業が成り立っている．まだ30％は超えないが

28％程度の履修率はあると思います．現状で物・化・

生・地の４分野をきちんと履修しようというのをあま

りにも強調し過ぎると，逆に地学を受験に使う生徒が

減り，地学が消えてしまう可能性があります．地学

Ⅰ・Ⅱの時代，地学履修率は10％以下，７％を下回る

程度でした．そういう轍を踏まないようにしてほしい

ということは言われています．これは戦略的な問題で

すが，広い意味で理科という立場で本当に２×４の８

単位，きちっとできればよくて，しかもそれを国立大

学の入学試験には全て課すということができれば良い

のですけれども，その辺のコンセンサスがなかなか得

られない．前回の学習指導要領改訂時に，理科総合

Ａ・Ｂを一生懸命文科省の方が作られましたが，その

当時中心になって作業された方から伺った話では，最

後にセンター試験必修でなくなってしまったというこ

とです．従って，理科総合Ａ・Ｂというのも形骸化し

ていったというのを聞いております．受験に必要な科

目しか履修しなくなるわけです．理科総合Ａ（物理・

化学分野）・Ｂ（生物・地学分野）というのはあって

も，物理と化学が入試に必要なら，理科総合Ａと物

理，化学だけ履修する．物理と化学ならまだ良いです

けれども，化学のみが入試に必要となれば，理科総合

Ａは履修したことにして物理分野は履修せずに化学分

野しか履修しない．その様なことが結構蔓延してし

まったということです．文科省サイドからも反省はあ

るようです．

○新野 貴重な情報をいただきまして，ありがとうご

ざいました．他分野との時間の奪い合いが大変という

ことですね．また，センター試験をどうするかという

ところでもせめぎ合いがあるということですね．なか

なか難しい力学が働いているということだと思いま

す．

○横山 いろいろ難しいのだなと，拝聴いたしまして

勉強になります．あまり直接的に関係ないかもしれま

せんが，先ほど理事長がおっしゃったことに関して，

資料H38-2-参2の４ページの図１でございますが，

ちょっとだけ補足しようと思います．先生方は既によ

くご存じのことだと思いますが，理科全般が中学２年

生になると嫌いになるという傾向が日本ではずっと続

いていまして，その原因がよくわかっていないという

ふうに私は聞いております．小学生の間はとにかく理

科が大好きで，自然もとても好きなのだけれども，中

学２年生になると，かなりの生徒が嫌いになる．抽象

的になってきて，本物を見られないということがある

と思うのですが，気象はその点，非常に強みをお持ち

なのではないかと思いますがいかがでしょう．

もう一つ，日本人全体が，どうして大人も子供も理

科に関して興味がこれほど薄れているのかということ

もデータとしては出ているのですが，その背景は複雑

でまだよくわかっておりません．ただ，一般的にデー

タで言えることは，科学雑誌の売れ行き部数が急激に

減少し，科学雑誌の廃刊が相次ぎました．現在，日本

の科学雑誌で目立って事業展開をしているものは

「ニュートン」で，部数も誇っているし翻訳版も出て

いる．また，iPad版も非常に頑張っていて動かせる

ようになっているのです．画面の中で，いろいろな方

角から建造物を見たり，色をまぜ合わせたり，いろい
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ろなことができるようになっていて，非常に頑張って

います．

また，日本は安全・安心が基本的に得られているの

で，自分で精査するという態度を日ごろから身につけ

ている人は非常に少ない．こういう環境が，年配の方

から若い世代まで，おそらく日本ではある程度浸透し

ている．そういう文化的な背景というのも，おそらく

あるのではないかなというふうに思います．熊本が大

変な現在において，自分達のことは自分達で判断して

いかなければいけないのだという，一番身近な防災の

あたりからでもいいと思うのですけれども，そういう

ところから次第に入っていって，学問そのものの豊か

さとか，魅力とか，深さを知って，それにのめり込む

学生が出てくるというような，入り口のところをなる

べく入りやすくしてあげて，いろいろな人がいろいろ

な角度から見られるデータなどを冊子にまとめて，学

会としてお出しするなど，そういうご努力はこれから

も重要になってくるかと思いました．

○新野 どうもありがとうございます．今伺ったよう

な科学雑誌の状況については，我々は知識を持ってい

ないので，大変参考になりました．ただ，なぜそうい

う状況になったかはわからないということで，対応は

なかなか難しいようにも思えます．

○横山 アジアから来る学生を見ると，すごくアグ

レッシブで貪欲に学ぶという姿勢が，自分達は豊かに

ならなければいけないという，そういう強烈な焦燥感

を持って学びに来ている学生が多いように感じます．

ある意味，一定程度の生活レベルを得て，その中で普

通に過ごしても何とかなるや，というような草食系と

いうのかわかりませんが，そういう世代が出てくる現

在における文化的な背景というのはあるのかもしれな

いと感じております．

○新野 どうもありがとうございます．我々海外に

行って，１年間住んだりするときは，中古車を買った

りして，いろいろやらないといけないですが，国内に

いると全部ディーラーが行ってくれるところを，あち

らではエンジンの調子が悪いとエンジンを取りかえた

りということを平気でやるわけで，故障時にどうする

かは一般の人もみんなよく知っている．日本人は，全

部ディーラーに持っていけばやれるというようなとこ

ろがあるので，いろいろな製品がどういう仕掛けで動

いているかを知らないで使っているというのは，結構

深刻かもしれないです．それをどう変えていったら良

いかは，いろいろなことに関係する大きな問題なの

で，なかなか難しいと感じます．

○永井評議員 資料H38-2-3についてのコメントを，

ここで述べさせていただきたいと思います．まず3.1

の総論的項目の学校の先生方に理科関連の学問を知っ

てもらうということについて，検討の結果のほうには

まだ具体的な案というのが出ていませんが，教員免許

というのは10年ごとに更新する制度になっています．

そこで，学会として教員免許更新講習の認定申請をし

て，気象学会として教員免許講習を実施してはどうか

と思っています．地震学会のほうは既に認定を受けて

教員免許講習を実施していますので，その点気象学会

は遅れをとっているのかなと感じています．この更新

の機会というのは，現場の教員に対して気象の知識を

普及する絶好のチャンスですので，ぜひ検討していた

だきたいと思っております．

それから，3.2の具体的項目③の教材の提供につい

ては，生徒達が最も興味・関心を抱くものというの

は，今起こっている現象です．先日発生した熊本地震

についてもですが，我々教員もすぐに教材化したいと

思いつつも，専門知識が不足していたりとか，多忙

だったりということで，それが叶わない．そういう教

員もたくさんいると思います．そこで，気象学会とし

て気象災害が発生したときに，学会の専門家のほうで

小学生向け，中学生向け，高校生向けのB4用紙１枚

に収まる程度の解説プリントをつくって，それを学会

ホームページに載せ，ダウンロードできるようにして

いただければと思っております．そうすると，生徒の

気象への関心が一番高まっているときに，理科教師と

か，あるいはホームルーム担任がタイムリーに正確な

知識の提供ができる，そういう機会になると思いま

す．また，理科教員には大いに活用されると思ってお

ります．こちらのほうも検討していただければと思い

ます．

最後に，２ページ目のSSH校との連携の推進につ

いてですけれども，前任校の球陽高校がSSH校で，

昨年度，文科省の中間評価で，球陽高校は６段階評価

の上から２番目の評価，43校中，上位10校に入る高い

評価を受けました．そのコメントの中で，「多様な外

部人材を活用した授業を展開している点が評価でき

る」というコメントをいただいております．私自身が

津波避難ワークショップ等で沖縄気象台と以前から連

携を密に組んでおりましたので，私自身は外部人材を

探すのにあまり苦労しなかったのですが，一般の教員

はそういった伝手が普通なく，どこと連携しようかと
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いうことで非常に苦労しています．そこで，学会の

ホームページにSSH校連携窓口を作って，こういう

研究者でこういうことができます，という一覧表があ

り，その窓口から一括で連携を申し込む仕組みができ

れば，きっと利用されるのではと思っています．直接

電話するというのは非常に敷居が高いので，ホーム

ページからそういうふうにアクセスできると，きっと

利用されるのではと思っております．

○新野 大変貴重なご提案をいただきまして，ありが

とうございます．確か，前回の評議員会でも，顕著現

象が起きたときにその状況を解説するようなものを準

備したら良い，ということを立平名誉会員からお話し

いただいたと思います．そういうことは非常に良いと

思うのですけれども，タイムリーな提供ができる体制

が準備できるかについては少し検討が必要と思ってい

ます．ところで，もしそういう材料ができたときに，

授業で使われるとしたら，理科の授業か，それ以外の

時間帯，いずれになるのでしょうか．

○永井 理科教師が使うとしたら，理科の時間の最初

の10分程度を使って活用できます．ホームルーム担任

でもそういったことを話題にしたいと思っている先生

はいますので，朝のショートホームルームの時間も大

体10分程度ありますから，そういった時間で活用でき

るのではと思います．

○藤谷 貴重なコメントをありがとうございます．

SSH校との連携ですが，これは先日の支部長会議で

も支部の活動の一つの重要な項目であるという議論が

ありました．多分，学会全体として窓口をつくるのも

必要なのですけれども，永井先生が言われましたよう

に，支部は，例えば気象台や大学等と密接にリンクし

ているということで，支部でいろいろ窓口をつくり，

支部から本部に連携するような仕組にしておくと，普

段から連携しやすいのではないかということになりま

した．支部長会議では特に支部のほうでそういう活動

を推進する必要があるという結論になりました．現

在，中期課題の一つとして，学会員を増やすための方

策というのを検討しているところですが，そのあたり

で書き込んでいるところです．

いろいろな気象災害，気象イベントが発生したとき

には，必ず大会開催に合わせて，研究集会を開催する

ようにしています．研究者中心の研究会ですが，一般

の方にも公開しています．B4判１枚で簡単にまとめ

るとはなかなかいかないようですが，昨年，一昨年の

ような豪雨の場合には，気象庁気象研究所から報道発

表資料というのが出ていますので，少し専門的な話に

なり過ぎるかもしれませんが，そのあたりを使ってい

ただければ多少のことはできるのではないかと思いま

す．

○永井 地学教育のメーリングリストで，ニュースに

なるような地学に関する現象が起こったときにすぐに

プリントをつくられる先生がいたのですけど，もう退

職されました．気象分野でそういったことができれば

良いと思っています．

○新野 こういう取り組みは非常に重要だと思います

ので，理事会の方でぜひ検討させていただきたいと

思っております．今後の取り組みに関して，具体的

に，永井評議員からもご意見等をいただきましたの

で，ここで評議員の皆様からご意見をいただければと

思います．永井評議員には只今ご意見をいただきまし

たが，予め準備いただいたご意見がありましたら，ぜ

ひお願いします．

○永井 教材開発について２点紹介したいと思いま

す．昨年度，科研費をいただくことができまして，ス

マホを活用した新たな気象教育の取り組みとして「一

斉風観測プロジェクト」と「雲の写真コンテスト」を

試行しました．拙い実践ですが，これら２つの取り組

みを教材例として紹介したいと思います．

まずスマホを活用した風観測プロジェクトですが，

現在，こういったスマホのイヤホン端子に接続できる

観測機器が安い値段で販売されております．例えばガ

イガーカウンター3500円，紫外線チェッカー4000円，

風向風速計4200円などがあります．こちら，持ってき

ましたが，これがスマホに接続する風向風速計です．

このようにイヤホン端子になっておりまして，スマホ

のイヤホン端子に接続します．専用のアプリがありま

して，そのアプリを起動して風に向ければ風速，風向

が測定できるのです．観測時間は３秒，あるいは５秒

等の固定値と任意終了というのが選択できます．観測

が終了すると，平均風速，最大瞬間風速，平均風向が

表示されます．観測精度については，ケストレル社の

３万円程度の機器とほぼ同じ数字が出ています．アプ

リの「ビューオンマップ」というボタンを押すと，観

測結果がGPS情報とともに送られて，ネットの地図

上に風向の矢印と数値が表示されます．また，コメン

トをつけて送信することも可能です．

昨年度，この風向風速計を20個購入し，生徒に貸し

出して，風の一斉観測を実施してみました．生徒は自

宅や塾の帰り，それぞれの場所で観測します．観測と
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同時に，観測地点の東西南北方向の写真，そしてコメ

ントを同時に報告させます．観測の指示はLINEと

いう生徒がよく使っているアプリのグループ機能を用

いました．私のほうは気象状況を見ながら，全員に対

して一斉に観測指示を送ります．例えば台風15号の暴

風警報で休校になったときも，自宅から「きょうは毎

正時に観測してください」というような一斉指示がで

きました．従来の方法ではこのような観測機器自体を

20台揃えたり，生徒に高価な機器を貸し出したり，と

いうのは不可能でしたが，このような安い観測機器で

は数を揃えることも貸し出すことも可能です．さらに

気象観測というのは割りと地味で一般的に人気がない

のですが，この機器とLINEのグループ機能を使っ

た方法では，観測結果を共有したりとか，アメダスと

自分達の観測結果を比較できたりとか，コメントでコ

ミュニケーションがとれたりとか，そういったことが

全てリアルタイムでできるので，生徒達にも「すごく

観測が楽しかった」と好評でした．

次に，雲の写真コンテストについて説明します．こ

ちらは，生徒は勉強ばかりしているので，生徒に空を

眺めてもらって，雲や気象の不思議でも感じてほしい

と思って実施しました．ネットアルバムを準備してお

いて，そこに写真を投稿させるだけの取り組みです．

最初は自分でネットストレージを作ってということを

考えたのですが，ネットアルバムを扱う会社がありま

して，そちらでは月360円でストレージが確保できま

す．また，投稿も非常に簡単ということで，その会社

を使いました．生徒は雲や夕焼け，虹の写真を撮影し

て，専用アプリ，あるいはメールに添付してアルバム

に投稿します．そのアルバムは専用アプリやインター

ネットで閲覧でき，コメントも残せます．昨年度は，

第１回コンテストを７月から９月，第２回を10月から

12月で実施し，私の独断と偏見で15枚程度を選んで表

彰状と，副賞として気象に関する書籍などを授与しま

した．これらの取り組みも非常に生徒に好評で，「第

３回絶対やってよ」というようなリクエストがありま

した．このような取り組みを気象学会で主催すれば，

１校だけではなく，日本中の生徒の目を空に向けさせ

ることができるのではないかと思っています．

このように昨年度実施した２つの取り組みですが，

生徒の所持率が100％近いスマホを観測ツールにする，

GPSカメラにすることで，気象教育は今まで学校の

教室内に限られたものでしたが，教室から離れて，日

常生活を全て気象教育に活用できる可能性があると感

じました．

○新野 どうも大変興味深いお話を聞かせていただ

き，ありがとうございました．理事会側から何かあり

ますか．

○田中 すばらしいです．大学の気象野外観測の実験

授業で，富士山周辺に学生達を多数配置して，スマホ

を使って一斉に360度で富士山を撮影したことがあり

ます．ちょうどその時は海風が入って，富士山の風下

に一列の列雲ができました．それを一斉に撮影し，

360度のパノラマ写真として表現することができまし

た．その時は非常に苦労したのですけれども，そのソ

フトが使えると，そういった写真が自動的にGPSに

落とされ共有できるわけです．すばらしいです．その

ソフトのことは知らなかったので，大変新しい情報と

して感激して聞いておりました．学会の企画として実

施してはどうかというご提案ですが，このような企画

は教育上意義があると思っておりますので，検討させ

ていただければと思います．

○新野 続いて名越評議員，お願いします．

○名越評議員 前回たくさん課題を出してしまい，帰

りの新幹線車内で反省していました．田中先生にはほ

んとうに申しわけないと思いながら帰りました．第１

回ジュニアセッションに参加させていただいて，非常

によかったと思います．この事業は継続していくと良

いと考えます．今，永井評議員がお話ししたように，

最近，ICTがどんどん進化して，いろいろなものが

昔であればとても考えられないような，例えば昔気象

研究所で使用していた気圧センサーですら当時は300

万円程度であったのが，非常に格安で手に入る．ある

いは iPhone6（最近では iPadmini4）は気圧センサー

を積んでいます．課題②，教材の開発等の中で，ホー

ムページで公開する場合，まず永井先生に先頭を切っ

ていただくなどの取組ができるのではないかと感じま

した．私が開発したものも掲載しても構わないです．

現在，自分でも非常に悩んでいるのが，初等・中等

教育です．高校生ではなくて，中学生や小学生は確実

に気象の学習をするのです．ですから，そこで，ある

程度のところをきちんと教えておけば，おそらく高校

に行って興味・関心のある子どもは，さらに伸ばすだ

ろうと考えています．そのような意味で，現在中学生

に数値実験ができないかということを考えて，大学院

生，あるいは卒論生と研究を行っています．以前にも

お話ししたのですが，NHM（気象庁非静力学モデ

ル）に関しては，研究目的では貸与するけれども，教

653

2016年８月 69



育目的では貸与できないという状況があります．これ

に関しても東北支部理事会のときに当時の長谷川支部

長とお話しする機会があって，NHM の教育利用目的

の貸与について，気象庁で少し検討していただけるこ

ととなりました．今後も教育利用ができないかという

ことを模索していきたいと思っています．

国内のモデルに限ると名古屋大学のCReSSがあり

ます．CReSSを利用し，科研費を使って気象の数

値シミュレーションを，実際に中学校で実践しまし

た．現象は，「台風」なのですが，例えば海面水温を

±10℃変化させると台風はどうなるのかとか，日本列

島の地形の高さ方向を全部切り取る，陸地と海だけの

ゼロメートルで数値実験を行うと，例えば風はどのよ

うに変化するのかとか，そういうのを実際にCReSS

でケーススタディーを行ってみました．CPUが i7の

マシンで大体６時間程かかる．１日目に生徒達に指導

してセットし，そのまま走らせて，翌日もう１授業時

間で見る．要するに，２授業時間でできるということ

がわかりました．前にもDVD-NHM で予報実験を

行ったことがあるのですが，これに関しては気象庁の

方の質問の中に，附属中学校だからできるのではない

か，一般の中学生には無理ではないかというコメント

が来ていまして，その関係でCReSSで実施すること

にしました．実際に盛岡市立のＵ中学校（一般の中学

校）でも行って，附属中学校でも行って，それらに有

意な差があるかないかという検定も行いましたが，有

意な差はないということがわかりました．従って，一

般の中学校でもできると考えております．初期値を

持ってきたりしないといけないので，そういう意味で

はDVD-NHM はかなり難しい．そこで，むしろ

「NHM 統合環境」という約15年前のソフトがありま

す．これは非常に簡単に動いて，30分程で結果が出

て，鉛直方向とかは非常に細かく見ることが出来ま

す．エクセル形式のデータで地形が入っていますの

で，簡単に地形を作製出来る．昔のもので良いので，

これを開放していただくだけで，中学校でかなり普及

できると思います．

偏微分方程式を解く数値積分も最終的には四則演算

に帰着しますので，そういうふうなことを指導した上

で，実際に数値計算は大変なのだというのを生徒達に

体験させ，実際に数値計算の授業を行うと，気象庁の

存在意義があるとか，あるいはスーパーコンピュー

ターは１番でないといけないとか，そういう話が実際

に中学生から出てくる．中学２年生ですけれども．こ

の様な取り組みに，もっと学会も気象庁も協力して欲

しいと思います．

もう一つ，資料H38-2-3を見て感じたのは，⑦科

学雑誌の関係で言うと，日本の理科教育にとって一番

大きかったのは学研の「科学」がなくなってしまった

ということです．学研の「科学」がなくなったときに

編集者から，採算が合わなくなって，閉じたという話

を聞きました．

現在は，逆に通信教育のほうが主流で，ベネッセの

教材等もつくっているのですが，１学年の１/５程度

がベネッセで学習しているのです．約20万人を超えて

いるのです．通信教育と連携をとって，気象教材をつ

くって配付するとおもしろいと思います．

実際には小学校５年生で，台風のところがあります

ので，私自身がウエザーグラスをつくって，台風が来

るとあふれ出すという，そういう教材をつくってみた

ら好評で，２年連続で配付しました．このような教材

を配布すると，その結果，約40万世帯に気象教材が配

布され，気象への興味・関心が高まってくるのではな

いか．小学生とか中学生を対象とした取り組みも気象

学会でぜひ行っていただきたいというのが私の意見で

ございます．

○新野 どうもありがとうございました．モデルの教

育利用の件は，前回もお話しいただきましたが，それ

に関してはどうなっていましたでしょうか．

○藤谷 モデルの教育利用の話ですが，前回の支部長

会議で長谷川支部長からも，会員の増加策の関連で，

コメントを頂いています．

○新野 久田評議員，お願いします．

○久田 私の両側の畠山先生と横山先生の先ほどのお

話を伺ってふと思ったことがございまして，ちょっと

お伝えしたいと思います．それは横山先生が言われま

した1990年代に書籍の販売が落ちたということです

が，実は，私，小学校の戦後の指導要領をずっと調べ

てまいりました．そういたしますと，高度成長時代を

迎えた60年代から70年代にかけて，何でも彼でも教え

ようと，地質の部門ですといろいろな岩石の名前とか

を教科書入れた時期がございました．1970年代から80

年代にかけて詰め込み授業はよくないという流れとな

り，それに伴って，いわゆる精選化しなければいけな

いという当時の文部省の施策がありまして，それで，

かなり学習指導要領の中で，地学の小学校にかかわる

部分が削られました．それが1970年代に小学生だった

者が80年代，90年代，大人になって，科学離れ，雑誌
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を買わなくなった，そういうきっかけになったのかも

しれません．

もう一点ですけれども，我々地学と言っていますけ

れども，これは極端な話をいたしますと，GHQがつ

くったようなものでして，地学史をひもときますと，

天文と気象と地質，固体地球といいますか，それが合

わさって５単位ある，物・化・生と肩を並べるような

内容にしなくてはいけないということをGHQから言

われたらしく，それで，物・化・生・地が肩を並べる

ようになったという話を聞いております．そもそも地

学というのは日本生まれの科目であるということにな

るわけですけれども，そういうところからスタートし

て，先ほど畠山先生が言われましたけれども，途中で

精選化を迎えたり，そういう歴史を経てきて，単位数

の問題が出てくるわけです．単位数として，我々精選

化を迎えたり，いろいろなことをしながら来たわけで

して，そうやって考えますと，今本当にこれから理科

の４科目が維持できるのかどうかというのは切実な問

題でございます．それをどうやってこれから我々切り

抜けていくかというか，それはおそらく我々のほうも

地学を扱っているいろいろな学問分野がございます

が，それを真剣に考えないといけない．先ほども言わ

れましたように，消えてしまう可能性も大いにあるの

だという危機感をぜひ持つということは大事なのでは

ないかと思います．

従って，我々の戦後の流れを見ていますと，時に

太ったり，時に痩せたりしながら来ているわけですけ

れども，昔のように戻れないことは事実でして，それ

をいかに新しい形で物・化・生・地として，理科とし

て，中身もそうなのですけれども，その辺を考えなく

てはならないということを今思いましたものですか

ら，一言言わせていただきました．

○新野 どうもありがとうございました．地学を扱う

色々な学術団体が協力して行っていかないといけない

ということですね．次に畠山評議員からお願いいたし

ます．

○畠山 今，久田先生のほうからもお話がありました

けれども，私が危惧していることは，だんだん地学の

教員が減ってきておりまして，もちろん70年代，80年

代にはまだ少しいたのですけれども，その後採用がな

いものですから，今はっきり断言していいと思うので

すけれども，高校レベルの地学をきちんと授業できる

教員の数というのは，全国的に見ると極めて減ってい

る．ですから，授業のレベルをどうやって維持したら

いいのか，というのは危機的な状況です．どうしてな

のかというと，私，どこかでお話し申し上げたかもわ

かりませんけれども，高等学校で例えば地学の採用が

まずない．物理なら物理で採用して「あなた，地学を

教えられますか？」，そういうので地学の授業を行う

というようなケースが多いように聞いております．け

れども，一番の問題点は，例えば地質学科とか地球物

理学科とかを卒業した学生が，教員免許を取らなく

なっているということと，もう一つは，仮に取って教

員採用試験を受けたとしても，４つの分野でいうと一

番成績が低い．だから，ほんとうは地学専攻の人を採

りたいのだけれども，成績からすると教育委員会とし

ては採るわけにいかない．そういうようなことを非常

によく聞いております．いろいろな背景はあるので

しょうけれども，地学を教えることができる人がどん

どん減っていっているので，これを何とかしないと

ちょっとまずいです．

現在，普通の公立高校では，物・化・生・地の基礎

の科目ですと，４つの中から生徒の希望があれば開講

するというのが基本ではあるのですけれども，実際，

生徒が希望しても教えられる教員がいないので地学は

開講しないという高校も多い．そういうようによく聞

いております．高校の教員は，自分の専門分野しか教

えない．物理では物理，化学では化学しか教えない，

そういうわがままが結構通ってしまうという状況があ

ります．県にもよるのかもわかりませんけれども．

○名越 岩手県はみんな教えています．

○畠山 岩手県はみんな教えているそうですが，首都

圏だと結構わがままが通ってしまっているようです．

ですから，地学を学ぶ生徒の数もどこかで絶対頭打ち

になっていくということです．九州の例を調査したこ

とがあるのですけれども，九州は，高等学校ではほと

んど地学は開講されていない．ですから，小学校，中

学校のときに興味があったとしても，高校で，高校レ

ベルの気象の内容を履修する機会というのは九州の生

徒にはほとんどない．極めて限られた学校でしか開講

されていない．そういうのが現状で，これがちょっと

ある意味危機的な状況なので，これは問題だと非常に

思っております．

あともう一つは，⑥と関連するのですが，私の勤務

先の学校の事例で申し上げますと，中学３年生に希望

者ですけれども，筑波研究学園都市のいろいろな研究

機関を２泊３日で回らせて，いろいろなところを見学

させて，こういうことを行っているのだというのを学
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ばせる企画があります．もちろんそれを希望しない生

徒は別の企画があるわけですが，そのうちの一つが筑

波研究学園都市のいろいろな研究機関を見る．気象研

究所を入れたこともあったのですが，あまり反応がよ

くなかったです（笑）．どうしてよくないのかという

と，やはり実体のあるものとして生徒には映ってこな

い．好評なところは高エネルギー加速器研究機構で，

あそこはいろいろなことを見せてくれて，中のつくっ

ているところも全部見せてくれて，生徒の質問にも的

確に答えてくれました．かなりの時間がかかるのです

けれども，非常に好評です．あと，土木研究所も好評

です．ここでは舗装のことを教えてもらったりとか，

実際にテストしたりしているのを見て，これも結構好

評でした．研究者の人が，すみません，答えられない

ので後日メールで答えさせていただきますというよう

な，そういうこともありました．あと好評なのは森林

総合研究所です．木材のこと，利用も含めてですけれ

ども，自然環境，実際に物があるところ，そういうと

ころはかなり生徒のほうも一生懸命見ますし，非常に

好評です．むしろ JAXAなどは，一般受けはするの

かもわかりませんけれども，見たら終わり，単に見学

でしたというもので，それ以上の突っ込んだ対応がな

かなか行ってもらえません．私が企画した例ですが，

産総研の地質標本館では課題を初めから与えておくわ

けです，こういうのを見て後でコメントしなさい，と

いうわけです．実際何かを見ると，かなり生徒はモチ

ベーションが上がります．中３くらいの生徒ですと，

もちろん興味があるから，その企画に参加するのです

けれども，かなり自分の将来を考えるのに良い材料を

提供しているのではないかと思います．実際生徒が将

来どうなるかわかりませんけれども，そこでいろいろ

なインパクトを得ているというのは事実です．

気象分野においても，そういうようなものを何か企

画して，SSH校だけではなくて，普通の学校の生徒

を広く募って，単に箱物を見せるのではなく興味のあ

る生徒が伸びていけるようなものが必要です．実体の

あるものを見せると，非常に有効だということを経験

上感じております．

○新野 どうもありがとうございました．教員の問題

の方はなかなか難しく，どういう対応ができるか，俄

かに良いアイデアはなかなか出ないような気もします

けれども．

○畠山 ちょっと追加しますと，名越先生がおっ

しゃったようなシミュレーション関係もなかなかでき

ないわけです．実は，大分前ですけれども，夏季大学

で気象大学校をお借りして，数値シミュレーションを

行ったことがあります．シミュレーションの全くの初

歩から，初期値をこうやって入れたらこうなるという

ようなものを，本当は高校生程度だったら行わせても

いいと思います．ただし，１人にパソコンを１台ずつ

用意しないとだめなので，なかなか大変です．もちろ

ん昔に比べて各学校のPCの環境もよくなってきまし

たので，できないことはないと思いますが，その数値

シミュレーションそのものを先生がわかりませんの

で，そういうのを実際行って教えながら生徒に体験さ

せる出前授業のようなものでないと，なかなか普通の

ところでは難しいと思います．

○新野 どうもありがとうございました．理事側から

何か質問とか．

○竹見理事 畠山先生のお話を伺いまして，高校での

地学の教育の実情というか，それについて質問があり

まして，お伺いいたします．私自身のことでちょっと

恐縮ですけれども，今年４月から教え子の１人が高校

の教員，幸いなことに地学の教員になったのです．地

学の教員を採用するというチャンスがありまして，こ

の４月から勤め始めました．その学生に何を教えるの

かと聞きましたところ，メインとしてはセンター試験

で地学基礎というのがありまして，文系の学生さん向

けに地学基礎を教える，受験指導もする．そういうこ

とがメインとのことです．

実際，高校の学習指導要領が変わりまして，地学基

礎というのが例えばセンター試験の受験者数という意

味では地学Ⅰに比べるとかなり増えました．多くは文

系の生徒だと思います．実際地学になりますと，数千

人程度の受験者数ということで，地学基礎というのは

非常に増えた．そう思いますと，大学の立場から言い

ますと，高校で地学を教える機会が逆に，文系の生徒

かもしれないですけれども，増えたのではないか．そ

ういう意味では地学の高校での教育の重要性という

か，受験勉強という面もあるかもしれないですが，そ

れでもそういう状況を逆手にとれば高校で地学を教え

るチャンスが増えているのではないかと思っているの

です．しかし，先生のお話を伺うと，逆にそういう数

が低減傾向だということで，実際に今そういう地学を

教える先生が必要とされているのか，あるいは教える

機会が増えているのかどうかということを教えていた

だきたいと思いまして，質問いたします．

○畠山 簡単に申し上げますと，要するに，もともと
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専門で地学を教えることができる教員というのが減っ

ているということです．団塊の世代を初め，私を含め

てもう少し下の世代まででは教えられる教員がいるわ

けですけれども，その方達が退職すればそれを補わな

いでずっと来たわけですから，物理や化学の教員に対

して，地学を開講するから，教えることができるの

だったら教えてください，というのが通例です．実際

は地学以外で教えている人もかなりの数いる，という

話を聞いております．そういう地学を専門としない先

生が地学を教える場合の教材として，埼玉県の先生達

が非常に良い実習帳をつくっています．それを買って

有効利用してくださいというので，かなり良いものが

できたりしています．これが現状なのです．だから，

地学基礎レベルは教えられるけれども，では，４単位

地学を十分教えられるかというと，そういう人材は

減っている，という具合にご理解いただければと思い

ます．

○久田 ちょっと補足でさせていただきたいのですけ

れども，確かにそのとおりでして，ただ，私は戦後，

４科目必修の時代，その後消えてしまいましたけれど

も，それから比べたら，今，地学基礎ができたという

ことは千載一遇だと思っておりまして，高校時代に地

学を少しでも習った文科系の生徒が，当然ですけれど

も，文科系で大学を上がっていくわけですから，そう

いう生徒達が，仮に将来小・中学校の教員になりた

い，小学校，中学校の教員になったとしたら，これは

今までにない傾向といいますか，新しい成果が生まれ

るのではないか，おもしろい授業をしてもらえるので

はないかと思っています．これは今までにないほんと

うにいい機会，時期になったのではないかと思ってお

ります．

○畠山 ちょっと補足しますが，現在，物理基礎，化

学基礎，生物基礎，地学基礎の中から最低３科目履修

しなさいということになっておりますので，理系に進

む学生も地学基礎をとっている学生はかなりいるわけ

です．例えば物理基礎，化学基礎，地学基礎をとっ

て，実際，大学入試は物理と化学で受験します，そう

いう生徒もおります．ですから，地学基礎を学んでい

る高校生が文系だけということではないので，理系の

学生も結構学んでいるはずです．そういう意味で言う

と，非常にいいチャンスであるとは思います．

○新野 どうもありがとうございました．地学の教員

は減っているが，物理などほかの科目の先生が地学基

礎を教えるということは現実に起きていて，その方々

に使える教材を提供することによって，広く地学の素

養を持ってもらうということはできるようになってい

る．そのためには良い素材を提供する必要があるとい

うことだと思います．ありがとうございます．続いて

久田評議員からご意見をいただけますか．

○久田 今まで随分意見を述べさせていただいており

ましたが，今申し上げましたように，私達，ここで地

学を少なくともまとめないといけない．結局，教育と

いうのは，10年，20年も先の先行投資のようなもので

して，すぐには結果は出てこない．だけれども，20年

後に地学の履修者が増えてくれば，それは成功と言え

るわけでして，そのためには先ほどから申し上げてい

ますように，現在の高校の地学について，地学基礎で

あっても大事にしていただきたい．地質学もそうです

し，気象学もそうです．天文学も同じでして，ここは

ぜひ地学のためにいろいろな魅力ある地学をつくり上

げるにはどうしたらいいのか，それを今やらないと．

ご存じのように，学習指導要領は10年ごとに変わって

しまいますので，５年程先，そのときに新学習指導要

領において，今のような地学基礎があるかどうかはわ

かりません．ですから，少なくとも今のうちにそうい

うことをやっておかないといけない．ですから，ここ

は関係学会との連携も含めて，地学が今後10年先，20

年先に生き残れるかどうかの瀬戸際に来ているのでは

ないかという意識を持っていただけると，よろしいの

ではないかと思います．

○新野 どうもありがとうございました．それでは，

横山評議員からご意見をいただけますでしょうか．

○横山 恐れ入ります．私も既に何度か発言させてい

ただきました．大変勉強になるたくさんのご発言が

あって，自分自身のためにもなっております．教育に

関しては，私自身からはあまり申し上げられることが

なくて大変恐縮なのですが，その時代時代に合った普

及活動というのは，教育と非常に強い連動を持ってい

るというふうに感じております．学生になぜこの分野

に来たのというふうに聞いても，そのきっかけはさま

ざまでございまして，もちろんすばらしい先生に会っ

たからと答える学生もおりますけれども，一方で，私

自身がそうだったように，科学雑誌とか，あるいは

NHKスペシャルを見て感動したからとか，メディア

の影響というのも非常に大きいものがございます．そ

うしたときに，教育というのを非常に幅広に見た場合

は，普及できるコンテンツというのを学会のほうから

常に取りまとめて発信するご努力，というのは欠かせ
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ないのかなという印象を持ってございます．

私，理学系全体を拝見しておりますし，工学部との

つき合いの中を見ても，先生方は十分にご議論されて

いることと思いますが，理学部は高校の授業とつな

がっていていいねというようなことをよく言われま

す．要するに，高校の授業には，理学部につながる

物・化・生・地のようなものがありますが，工学部に

はないわけでございます．なので，高校に授業がある

というのは非常に強みで，久田先生もおっしゃったよ

うに，ぜひ踏ん張っていただきたいというふうに私も

思います．

あと普及活動の側面で言いますと，先ほど永井先生

でしょうか，ご発言されたB4判１枚にというような

ご提案もございましたが，今，熊本がこれだけ大変な

状況にあって，何かちょっとでも助けになるような情

報が簡単にわかるようなものがあれば，SNSであっ

という間に広まる時代なのです．私も，熊本に友人が

いまして，きのう，友人とやりとりをしていて，その

方に，東京都が出した「東京防災」という黄色の冊

子，東京都に住んでいる者には全部配られた非常に影

響力のある防災に関する冊子がございますが，今それ

がアマゾンで無料で，全部ダウンロードできるように

なっていて，これもいいよ，見てごらん，見てみたら

というふうに，今朝ほど送ってみたのです．その方は

今避難所で生活されていて，この数日，大変困った状

況にあるわけですが，ぱっと見てわかって，避難所で

どういう設営をして，何に気をつけたらいいのかが１

冊ですぐにわかる，非常に役に立つというふうにおっ

しゃるのです．

それは防災で固めた本でございますが，例えば気象

学会から防災に関するものをまとめるご努力をしてい

ただいて，それをウェブページに置いておくというの

は多分ものすごく強みになるかと思います．もちろん

防災だけではないというお気持ちもわかるのですが，

一方でそういう強みをみずから投げ捨てることも全然

なくて，東京大学の中では今，文系学問が随分たたか

れまして，文系学問の役立ちをどういうふうにアピー

ルしたらいいのかという，そういう議論も随分されて

いますが，文系と比べると，すごく強みをお持ちでい

らっしゃる．理系のほかの分野と比べてもすごく強み

をお持ちでいらっしゃる，その強みをみずから引き下

げる必要はなく，ぜひご活用いただいて，教育にも役

立つ普及活動をお進めいただくと大変ありがたいかな

というふうに拝見してございます．

○新野 どうもありがとうございました．学会は会員

のボランティアで成り立っている組織なので，どこま

で頑張ってやってもらえるかという問題はありますけ

れども，今お話がありましたように，魅力あるコンテ

ンツの発信は大きな影響を持つというお話ですので，

ぜひそれを頭に入れて活動していきたいと思っており

ます．ほかに理事のほうから何かございますでしょう

か．

○田中 今回の熊本地震のようにリアルタイムの災害

時には，リアルタイムでわかりやすい解説，生徒向け

の解説をつくったらいいとのご指摘です．気象庁に異

常気象分析検討会というのがありまして，異常気象が

起こると，専門家と気象庁の人が集まって分析して，

専門家の言葉で一般向けに発信しているのです．です

から，それをもう一ひねりして，子供にもわかるよう

なB4判１枚の報告にして公開するというのは可能だ

と思います．今のところ，そういう企画はなされてい

ませんので，異常気象分析検討会の解説文を教育と普

及委員会なり学会内の担当部署で練り上げて，普及活

動に生かすということは可能と考えます．ほんとうに

参考になるご意見ありがとうございます．

○新野 どうもありがとうございました．そうしまし

たら，本日ご欠席の森本評議員から書面で意見をいた

だいていますので，企画調整担当理事から紹介しても

らいます．

○藤谷 資料H38-2-8です．森本評議員から書面で

いただいています．先程説明いたしました資料H38-

2-3の今後速やかに取り組むべき課題の②教材の開発

の件です．

この課題はぜひ実現させてほしい．その際に小学校

や中学校の教員の意見聴取を行い，現場の要求に即し

た内容を掲載することが重要である．気象学会として

普及させたいと考える内容を載せることも理解できる

が，気象学の成果を社会に対してより広く普及させる

ためには常に児童・生徒に接し，その理解を深めたい

と考えている教員の要求に即したものにすることで，

その実効性を高めることができる．加えて，都道府県

の教育委員会と連携して，教員の研修へ学会としてか

かわっていくことも重要である．研修を通じて多くの

教員にかかわることが，より多くの児童・生徒の気象

学への興味関心を高め，理解を深めることにつなが

る．それから④に関しては，高校で理科４科目履修を

求めることは現状では厳しいことも理解している．一

方で，小学校の教員における理科の苦手意識が高いこ
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とも現実であり，この遠因に高校での理科の未履修内

容が関連していることも事実である．大学で教員免許

状を取得する際に理科の関連科目の履修は行うが，高

校での未履修内容があるため，十分な理解へ至ってい

ない．こうした問題意識を学会として一貫して主張し

ていくことも重要である．

以上でございます．

○新野 出席いただいた評議員の皆様からいただいた

ご意見と共通するところも多かったように思います．

ありがとうございました．

そうしましたら，時間も押してきましたので，ここ

で名誉会員の皆様からご意見をいただきたいと思いま

す．

○浅井名誉会員 それでは，２点，簡単に申し上げま

す．日本学術会議がまとめた提言「これからの高校理

科教育のあり方」を拝見いたしました．まだよく熟読

吟味していないのですけれども，現状をよく把握した

上で実現可能性ということも考えて，かなりの妥協は

しておりますけれども，高校理科教育の将来像に対す

る重要でかつ貴重な提言がまとめられていると思いま

す．理想像を描きながらも，これを具体化するために

は妥協せざるを得ない点もあるかと思いますが，そう

いうこともかなりよく考えられて，理想像だけではな

くて，実現可能性ということも考えてとりまとめられ

ているのではないかと思います．気象学会としても積

極的に提言，そして，それの実現に向けての努力を学

術会議と協力して行っていただきたいと思います．第

２点は，ジュニアセッションと関係があるかと思いま

す．戦後50年間，今から20年ぐらい前までは，初等中

等教育における平均レベルを高めていくことに非常に

努力されまして，OECDの報告などによりましても，

日本の平均レベルは，欧米先進諸国に比しても決して

遜色はないというふうに言われております．20年ぐら

い前から，平均値を上げるということだけではなく

て，平均値からの偏差の高い人，一芸に秀でた人を育

成していくということにも力を注ごうということで，

例えば飛び級であるとか，高校２年から大学に入れる

とか，SSH校など，そういういろいろな試みもされ

るようになったと思います．気象学会のジュニアセッ

ションはそういうことにも貢献し得るのではないかと

いう気がしますので，非常におもしろい，いい企画で

はないかと思います．ぜひともこれの内容を充実して

いただければありがたいというふうに思っておりま

す．

○近藤名誉会員 今日，皆さんのお話を聞いて，とて

も勉強になりました．浅井先生も言われたように，こ

の提言「これからの高校理科教育のあり方」はよくで

きていると思います．現状分析の資料で感じたのは，

「地学」の履修生徒数はわずかですが，「地学基礎」の

履修者が増えていることは良いことだと思います．そ

れから，学会の皆さん，教育と普及担当理事などが活

躍されていること，結構だと思います．また，特に感

心したのは評議員の先生方の意見，とても勉強になり

ました．学校の先生方から気象学会に「具体的にこう

いうことを気象学会にお願いしたい」と申し出て，気

象学会のホームページに，「これを応援できる人はい

ませんかとか」と会員に呼びかければ，ボランティア

が出て，協力してあげられるのではないかと思いま

す．理科教育については，いろいろなやり方があると

思うので，それぞれの考え方で行っていただいてよい

と思います．

それから，今日，感心したのは，永井先生の話で

す．子供の理科教育は，お使いになったような簡単な

風速計で測って，実際に今どういうことが起こってい

るかを体験させるのはとてもいい教育だと私は思いま

す．そういう体験をさせることで，勉強になり防災に

役立つだろうし，特にその中から将来一生懸命気象学

をやりたいという人が出てくると思います．

○立平名誉会員 先ほど評議員の方から地学というの

が導入されたのはGHQの要請である．これは私も初

めて知ったことなのですが，地学が中等教育に導入さ

れた一番最初の生徒というのが私達なのです．1947年

だったと記憶しています．一体地学って何だろう．

「地」がつくのに，何で気象学が入っているのだろう

といったことを思った記憶があります．そのときの先

生というのは，物理学校を出た熱力学専攻の方で，気

象学を地学の一部として学習しました．その先生は，

よほど教え方がうまかったのか，そのあと私は気象を

仕事にするようなことになってしまいました．以上は

余談です．

今日のテーマに関しましては，私はこれまで理科教

育とか気象教育といったことを深く考えたことがない

のですが，学会がまとめられた資料を見ると取り組む

べき課題というのが非常に沢山あります．速やかに取

り組むべき課題に限ってもかなりあって，対応してい

くのは大変ではないかと思います．私の個人的な偏見

としましては，⑤にある「防災分野との連携を強化す

るため，防災に関する気象リテラシーの指針をまとめ
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る」．私はこれを特に速やかにお願いしたいと思って

おります．現在，気象関係あるいは防災関係の情報は

いろいろなメディアを通じて入手できるようになって

いますが，その利活用という面ではまだまだ遅れてい

る気がしています．その対策としても防災に関する気

象リテラシーといったものを早くまとめることは意義

があると思います．理科教育の面でも防災分野への気

象情報利用という観点からも，まずこれを取り上げた

らどうかと思っております．

○新田名誉会員 皆さんのご意見を伺いまして，非常

に勉強になったのですが，私としては気象学会とし

て，学術会議の高校教育のあり方という提言の９ペー

ジにありますような形で，これはいろいろな分野が有

機的に関連しますから，気象学会だけではないので，

ほかの学会との協力は必要だと思いますけれども，具

体的にこの提言の趣旨に沿ったテキストを気象学会と

してもまとめていくことを考えたらいいのではないか

と思います．

○二宮名誉会員 昨年も申し上げましたが，問題が非

常に多岐にわたっていますので，もう少し整理・分析

して学会で対応していく必要があると思います．昨年

申し上げましたように，社会常識としての地学，進学

とカリキュラムに関係する学習，将来のキャリアの基

になる教育，リベラルアーツとしての地学という４つ

のものをもう少し分析的に対応していく必要があると

思います．

それから，今日伺っていたお話に，室内実験による

理科教育，実際の観測，あるいは数値シミュレーショ

ンがございました．いずれも大切なことであります

が，教育上で注意する必要があります．例えば室内実

験でデモンストレーションするわけですが，それがど

のような科学的意味を持ち，自然現象とどのようなか

かわりを持つかということをもう少しきちっと考える

必要があると思います．

最近，IT技術が非常に進んで，いろいろなものが

比較的廉価で対応できるようになりましたが，それの

原理がどのようなものであるかがかえって理解しにく

くなっている危険があるように感じます．

数値シミュレーションの場合でも最近はPCが非常

に進歩し，かなりのことができますが，それがどのよ

うな科学の原理原則に基づいてなされているかという

ことの教育も非常に大切だと思います．ただのゲーム

ソフトとどこが違うかということについても深く考え

る教育の必要があると思います．

○廣田名誉会員 今回の評議員会の議題に関しまし

て，評議員の皆様方から非常に貴重なご意見をいただ

いたこと，それに対して気象学会理事会がそれぞれ非

常に適切な対応をなさったということがよくわかりま

して，その点に敬意を表したいと思います．

しかし，今回の議題である教育という問題は，ほか

の議題とかなり異質な面があると思います．それは非

常に問題の時間スケールが長い問題ですから，つま

り，学会の理事会２年１期で何か事を行って，それで

うまくいって，問題が解決したという事柄とは全然違

います．私の考えでは教育というのは最低限ワンジェ

ネレーション，少なくとも親と子の間，教師と学生・

生徒の間とそのぐらいの時間スケール以上の長さで考

えるべき問題だという気がいたします．その意味で，

今回議論されたことを，今期の評議員会の議題で終

わってしまわないで，ぜひ次の理事会，さらにその次

の理事会に伝えていくべきです．この伝えていくとい

うのは，事務引継ぎなどという次元ではなくて，精神

が伝わるように，特に現役の若い理事の方，次回も理

事会を引き継いでくださるメンバーの方，肝に銘じて

おいていただいて，今回の問題を２年間で忘れてしま

わないようにぜひお願いいたします．

○松野名誉会員 今日は，教育という面に関していろ

いろな議論がありまして，とりわけ皆さんおっしゃっ

たように，評議員の方々からふだん僕が知らないよう

なことで，非常に有用なご意見や分析をしていただい

て非常に役に立ちました．横山評議員が言われた科学

雑誌のこともそのひとつです．「科学朝日」が「サイ

アス」とかに名前が変わって，ついに潰れた．実はそ

れ以前に僕自身は中央公論社が出していた「自然」と

いう雑誌が潰れたのはほんとうに残念に思っていま

す．科学が好きな人達が，科学の観点に立っていろい

ろおもしろいことを考え，それについて書いている．

ロゲルギストという，物理を中心にした学者の人達，

例えば僕らの先生方，高橋秀俊先生とか，流体力学の

今井 功先生とか，そういう方がグループでおもしろ

い話を書く．それがみんななくなってしまいました．

ああいうのは受けなくなったというのは非常にショッ

クでしたし，その流れは今も，もちろんそうなってい

ると思います．そのことはさっきカリキュラムの話が

出ましたけれども，それより何かもっと大きな，理科

なんかあまりおもしろくないし価値もないというふう

なのが背景にあるかと思います．

それに関連して，僕自身が興味深く感じているの
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は，理科関係の本は潰れたけど，数学は結構残ったの

です．近年は岩波の「科学」ですら，予約しておかな

いと本屋さんで買えないとかいう，そういう状態でな

くて，「数理科学」とか「数学セミナー」，そういうの

は本屋さんに普通に並べてある状態がしばらくは続い

ていたと思います．というわけで，数学が好きという

のはまたもう一つ違うのだなというふうに，僕はその

当時そう思いました．

したがって，理科離れというのは大変難しい問題だ

と思います．80年代というのはアメリカはヤッピーの

時代だし，日本もバブルの時代で，理科なんて野暮っ

たいことに興味を持つ時代ではないという，そういう

根本的な問題はあると思うので，単純ではない難しい

問題だと思います．

もう一つは，評議員の先生方からお話が出ました，

今の学術会議の理科の提言を見ていると，最近，随分

変わって，今の基礎何とかが話題になり，さらに読ん

でみると，総合化するというふうなことも重要な話題

になっています．これは確かにもっともで，理科教育

の一番のポイントだと思います．文科系であろうと理

科系であろうと，社会に出て行ってこの社会の中で生

きていくときに必要な基本的な科学の知識，科学リテ

ラシーですか，そういうことをどうにかしましょうと

いうのがここの話のようです．

たまたま僕自身，これで見ると，理科Ⅰというのが

1980年代にありまして，それができたころに教科書の

著者の仲間に加わったことがあります．そのころの話

ですと，理科Ⅰというので総合しようとしたけれど

も，そのときに，地学の先生がそれを担当したという

事です．理科Ⅰというのは物理も化学もみんなまじっ

た総合的な，文科系に進む人も必ず学ぶべき教科とい

うふうにしてつくったために，物理や化学は簡単なこ

とばかりなのです．例えば初等力学でのエネルギー保

存とか，化学のほうでは物質三態ですか，気体・液

体・固体，基本的なだけに誰だってわかっているよう

なことばかりです．ところが，地学のほうは，まさに

温暖化の説明なんかでよく書いてある太陽からのエネ

ルギーの循環とか，水の循環とか，あるいは生態系の

総一次生産とかが書いてある．そんなものだから，そ

ういうことができる地学の人が理科Ⅰを担当させられ

て，現場の先生が行っていたという話を聞いたことを

思い出しました．

先ほど来，最後のころにいろいろお話になってい

た，現在は基礎科目と何とかというルールで行ってい

て，今は結構たくさんの人が地学をとっているという

事でした．さっきお話しした，必ず誰もが学ぶべき理

科とは何だろうかというと，確かに先ほど触れたよう

な地学関係の知識はそうなのではないでしょうか．

実は，またちょっと別の話で申しわけないのですけ

れども，温暖化の問題が大きくなり始めた87，88年，

通産省の人がやってきて，COを減らさなければいけ

ないということで企画しているのですけれども，何を

つくるか，COから有用物質をつくるというのです．

何をつくるのですかといったら，エチレンなんかでき

るそうですと．びっくりして，「君，エネルギー保存

の法則ってちゃんと知っている？」とか聞かざるを得

なくなった．それはちゃんとした大学の勉強をした人

が，通産省で温暖化問題に対処するために本気でそう

考えているのですね．そういうようなことでいいの

か，というのが今ここで問題になっていることだと思

います．

そういうことからさっきの理科Ⅰの経験と結びつけ

ると，物理とか化学は細かいことをやらなければいけ

ないのに対して，地学というのはもう少し広く見るこ

とができるので，案外そういう観点でも地学の意義が

あるのかなと考えながらお話を聞いておりました．長

くなりましたけれども，断片的な私の感想をお話しし

ました．

○新野 どうもありがとうございました．名誉会員の

方から続けてお話を伺いましたが，理事側から何か質

問などございますか．よろしいでしょうか．

○岩崎理事 今の松野先生のお話をお聞きし，提言の

６ページの総合化について，課題の重さを非常に感じ

させられました．科学には分析と総合の両者があるけ

れど，試験は分析力を問うことが中心だと思います．

この提言では総合化がうたわれていて，問題として分

析よりはるかに難しいという気がします．

防災とか環境の問題は，どちらかというと総合的な

課題解決を求められているわけです．それに対して理

科教育がいかにあるべきか考えることは，ほんとうに

難しいと思いました．今日は問題の難しさを考えさせ

られました．どうもありがとうございました．

○新野 あと少し時間的な余裕はあるかと思います

が，今日の全体的なお話に関して何かコメントとかあ

りましたらお願いします．

○佐藤（正）理事 ちょっと個別的な思いついたこと

を２つですが，ジュニアセッションの日程の件です

が，気象学会がずらせないというのが制約条件ですけ
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れども，曜日という意味ではフレキシビリティーがあ

るのですか．JpGUが日曜日だと，気象学会は土曜日

ということだと思うのですが，私はこの間母校，進学

校です，に行ってそういう宣伝をしたときに，土曜日

には全国模試とかがある．だから，現場のことを知ら

ない人間が決めている話だといって怒られてきたので

すけれど．どうなのですかね，そういったことがあっ

て，そういうサーベイは難しいと思いますが．

○田中 高校（田園調布学園）の先生が委員会に入っ

ていますが，そういった模試があるというのはちょっ

と聞いてなかったです．休日開催が前提でした．

○佐藤（正） もう１件，うちの学部生とかに聞く

と，JpGUのほうでは大学生は無料で大会に参加でき

る．だから，東大の学生は JpGUには行くという雰

囲気ができている．気象学会はそういう話は出てこな

くて，JpGUには無料だから行きましょうというよう

な雰囲気がある．そういったのは理科教育とはちょっ

と離れますけど，高校生から大学生は無料で大会参加

できるようにする，そういったことも考えていいのか

なと思います．理事会マターかもしれないですが．

○新野 どうもありがとうございました．ほかに何か

ございますか．よろしいでしょうか．

○畠山 松野先生からお話があった事柄に関連するの

ですが，以前あった理科Ⅰというのは，地学の教員が

担当しろというお話．そのころ地学の教員が担当させ

られたというのは事実です．どうしてなのかという

と，あのレベルだと，高校の中でも非常に初歩的なレ

ベルですから，地学を教える人間というのは，どうし

ても物理も化学も生物もある程度のことを理解してい

ないと教えられないのです．ですから，あのレベルだ

と，別に何もやらなくても教えられる．ところが，化

学の人が，理科Ⅰの地学分野のところを今までやった

ことがないのに教えろと言われると非常に苦痛，困難

を伴うというので，地学の教員に回ってきたというこ

とです．

実は，ここには非常に重要なことが隠されていて，

私も実際に授業のとき，教えている内容もそうなので

すけれども，最初に，物理とか化学の内容というのを

大体３分の１語るわけです．地学の内容をそれぞれ教

えるのですが，その背景にはどういう物理的な知識と

化学的な知識が必要で，どうつながっているのだとい

うことをきちっと教えます．教えないと皆さんわから

ないのです．先ほど久田先生が，昔岩石の名前を，と

いうお話がありましたが，岩石ですからケイ素と酸素

の化学結合の基本さえわかっていれば，あとは結晶の

形がどうなるとか，すぐ簡単に語れて，実は理解でき

るのですけれども，そういったことを無視して，こう

いう岩石は何岩という名前で，何度ぐらいでできてと

か，中の結晶はこうでとか，鉱物の組み合わせを覚え

ろとか，そのようなことばかりやっているから分から

ない．科学の本質ではないわけです．教科書の書かれ

方が本質に触れていないものですから，教える先生も

大変です．ほんとうはそこをきちっと教えるべきで，

教員のほうが理解していないといけないのですけれど

も，そこが理解できていない．

だから，気象分野で言えば，コリオリ力は高校レベ

ルだと４単位地学で式は出てくるか出てこないかとい

うレベルです．それでも一つ一つの式の中の要素がど

う変わったら，これはどう変わっていくのか，ちゃん

とわかっていれば，それでは，この要素がこうで，質

量がこうならばらこうなのかとか，角度がこうだった

らどうなるのだ．低気圧が発達してどう渦を巻いてい

くのかというのが，そこでどう説明できるのかとか，

そういうのはわかるはずなのですけれども，そういう

のを全部無視しているわけです．難しいから教えな

い，といって，それを言葉で語ろうとするから余計難

しいわけで，聞いている生徒もわからない．別に式一

つ書いて，コリオリ力はこうなのだから，ここが増え

たらこれが変わるし，ここが減ったら，これはこうな

るし，そうしたら渦の巻き方がどう変わってくるか，

それはあなた，わかるでしょうといったら，生徒，み

んなわかります．そういう書き方を教科書がしていな

いわけです．そこが私は日本の理科教育の根本的な問

題だと思っています．そうやって書くと難しいからと

かいって検定が通らない．こういうことになるわけで

すが，書かないほうが私は難しいと思っています．

○久田 先ほどGHQという話が出ましたけれども，

正確には私ももちろんその場にいたわけではございま

せん．私の恩師がそういう地学の成立史みたいなこと

を書かれた論文からの受け売りで，大変恐縮なのです

が，それによりますと，GHQからアドバイスを受け

た．地学を設立するに当たって，先ほど言いましたよ

うに，地質，鉱物，昔からあった博物学，それから気

象学，そして最後までもめたのが天文学だったという

話を聞いております．そのときに東京大学の先生方

と，東京教育大学の先生が，地学をつくるに当たって

かかわったというお話です．そのときに，GHQの存

在はかなり重かったらしいです．ただ，要請があった
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かどうか，そこまでははっきり覚えていないのですけ

れども，アドバイスを受けたことは間違いないと思い

ます．そういうことでちょっと補足させていただきま

す．

○新野 どうもありがとうございました．永井評議

員，お願いします．

○永井 この提言，高校理科教育のあり方というのは

主に内容面について書かれていますが，文科省は次期

指導要領でアクティブ・ラーニングというのを推進す

ると言っています．特に気象分野というのは自分の感

覚では，アクティブ・ラーニングと非常に親和性が高

いと思っています．ですから，アクティブ・ラーニン

グを文科省が推進しているというところと，アクティ

ブ・ラーニングは気象分野と親和性が高いというとこ

ろも意識して，学会として取り組んでいったほうが良

いのではないかと思います．

○新野 どうもありがとうございました．大体予定し

ておりました時間になっておりますけれども，何かご

発言なさりたい方いらっしゃいますでしょうか．立平

名誉会員，お願いします．

○立平 全くの余談ですけど，最初に私どもに届いた

地学の教科書というのは新聞紙大の大きな紙に数ペー

ジまとめて印刷されていました．それを自分で切っ

て，とじて，教科書にしたというわけです．最初の配

布分の内容がたまたま気象でした．

さっき先生が物理学校を出た熱力学専攻と言いまし

たけれど，熱力学というのは，気象熱力学という言葉

があるぐらいですから気象と関係の深いもので，特に

その辺の教え方がうまかったのでしょうか．雲や雨の

発生するメカニズムとか，その辺の説明が強く印象に

残りました．これも気象学の道へ進むきっかけの一つ

になったのかもしれません．

○新野 どうもありがとうございました．近藤理事，

お願いします．

○近藤（豊）理事 畠山先生が言われたことで，例え

ば気象学なら気象学で，かなり原理的なことプリンシ

プルに関係するようなことが，必ずしも教科書に書か

れていない．したがって，それを教える方もいないと

いうことなのですけれども，具体的にどうしたら良い

のですか．例えば気象学会がそういうコンテンツを用

意して，もう少しより多くの人に知ってもらうよう

な，そういうものを用意したほうが良いのか．それと

もほかの方々がそういったものを準備して，流布させ

るようにするのか．何か手段が必要です．教科書にな

い以上，それをないものねだりしても仕方がないと思

うのですけれども．

それともう一つ，私がつくづく思うのは，例えば毎

日の天気予報で，上空に寒気が来て大気が不安定に

なって雷雲が発生しやすくなるから気をつけてくださ

い，というメッセージはあるのですけれども，それを

原理的に理解している人は多分誰もいないのです．ま

ず寒気が来ると大気が不安定になるというところで，

理解できない．雷雲が発生する．毎日言っているにも

かかわらずそうなのですけれども，ちょっともったい

ない気がするのです．毎日，天気予報で言っているの

だから，何か一言，多分キャスターの人がそのような

ことを説明したら，数分かかってしまうので，できな

いと思うのですけれども，そういう非常に原理的なと

ころをどこかで誰かが用意したほうがいいのではない

かという気がするのです．

○畠山 確かにおっしゃるとおりで，例えば熱力学も

含めて，高等学校レベルから大学に至る，大学初年

度，１年生とか，初めて学ぶ２年生ぐらいのところの

間をつなぐような書籍というのが必要とは私はずっと

思っていました．というのは，もちろん熱力学のとこ

ろはまた熱力学の本でちゃんとやればわかるだろうと

言われればそうなのですし，私も学生のころは確かに

そうでしたけれども，今の若い人にここの部分は熱力

学の教科書に書いてあるのだからちゃんとそこを読ん

で理解しろといって，それはなかなか困難ですから，

まとめて少しずつステップ・バイ・ステップで書いて

いくような教科書が，教科書というか，そういうのが

あれば，むしろ大学の先生も教えやすいのではないの

かというようなことは，私は前々から思っておりまし

た．リタイアしたらそういうのを書いてもいいかな

と，少しは思っていたのですけれども．ですから，私

も愛読しております二宮先生がお書きになったよう

な，そういう気象学の基本的な式を使ったような本

と，高校の物理とか数学を結びつけるようなところが

あれば，初めて学ぶ人も学びやすいのかなというよう

には思っておりました．

○廣田 今お二方のお話を聞いていて感じたこと，

ちょっと歳の功のような話を一つ．立平先生がさっき

おっしゃった地学ができたときの話．それ以前の状態

を私は知っておりまして，昭和10年代，私の兄が旧制

中学校の生徒で，私は国民学校の生徒でした．兄が

持っていた教科書というのは，物象という名前の本

で，あれはイギリス流のナチュラルヒストリーをその
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まま持ち込んだような，自然現象に親しませる非常に

よい学科だと私は今でも思っております．国民学校の

生徒だった私も，それを読んで理解できたわけです．

それが後に物理学というふうな基本的なものと結びつ

いていく教育の一つのパターンだと思うのです．決し

て戦前の状態に戻せとは申しませんけれども，そうい

うプラスの面があったということをどなたか覚えてお

いていただきたいなと思います．

○近藤（純） 私の体験を話すと，気象学に興味を

持ったのは，高等学校の勉強からではないです．今と

時代が違って，当時はそれほど受験勉強しなくてよ

かったのですけど，気象学の本は大学生向き，あるい

は大学院生向きの本が，当時の田舎の高知でも本屋に

行けば専門書がいっぱい並んでいて，それを読みまし

た．例えば，天文学は京都大学の先生が書いたものと

か，気象学だったら山本義一の「気象学概論」，高校

生だから全部わかるわけではないけれど，おもしろい

ところはありました．荒川秀俊の「気象力学」，「気象

熱力学」とか，そのほか，立派な教科書がたくさん

あって気象学に興味を持って勉強しました．立平さん

のようによい先生にいろいろ教えられたとか，廣田さ

んの兄さんの教科書で学んだ例もあるのだけど，私は

そういう例でした．

○新野 どうもありがとうございました．大体予定し

た時間になりましたけれども，よろしいでしょうか．

そうしましたら，本日は長時間，どうもありがとう

ございました．非常に多くの貴重なお話を伺いまし

た．まず，日本人全体の理科離れが進んでおり，科学

雑誌なんかもどんどん売れなくなっているという話

は，大変勉強になったのですけれども，それにどう対

応していくかはなかなか難しい問題だと思いました．

学術会議の提言は出ましたが，複雑な力学が働いて

おり，今後，これを受けてどのように変わっていくか

はよくわからない．少なくとも理科に関するいろいろ

な学会が協力して，良い方向に行くように努力しない

といけないというお話があったと思います．

それから，地学のほうに目を転ずると，教員が減っ

ている一方で，地学基礎は受講する人がいるので，物

理や他科目の先生が教えることになっている．これは

非常に貴重な機会でもあるので，そこで使える良い教

材を提供していくことが将来的には大事になるのでは

ないかというお話がありました．この際，教材にもい

ろいろあるので，目的に応じてどういうものを提供す

るべきかを良く考えないといけない．場合によって

は，原理に立ち戻って高いレベルでそれをわかっても

らえるような教材も提供していく必要があるというお

話があったと思います．

また，防災に関しては，災害時に迅速に興味ある資

料や防災リテラシーの向上にかかわるものも提供する

といいかもしれないというお話がありました．

前回の評議員会でもお話がありましたが，現役の会

員は忙しくなってきているので，OBの方にこういう

材料を提供していただくシステムづくりも考えると良

いかなと思いました．

あと，永井評議員にお話しいただいた教員の免許の

更新時の講習をやることや，SSH校の窓口を作ると

良いのではないか，ITCが発達してきているのでア

クティブ・ラーニングを有効に利用していったら良い

のではないかというようなお話があったと思います．

いずれも非常に貴重なご提言で，理事会でも何が実行

可能かよく考えて，今後対応を進めて参りたいと思い

ます．教育の問題は，長期的に考えていかないといけ

ない問題ですので，来期は理事の大幅な交代はありま

すけれども，きちんと引き継いで，継続的に進めてい

ただければと思っております．

本日は本当に長い時間，どうもありがとうございま

した．

以上

80

 

664

〝天気"63．8．


	WTENK8-14
	WTENK8A-14

